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05
　この4月、人間発達学部心理学科は心理学の基礎から応用・実践までを体系的に学
べる学科としてスタートしました。公認心理師養成を柱の一つに据え、心の仕組み
を科学的に理解することを基盤に、幅広い分野で求められる専門性と実践力を併せ
持つ人材の育成を目指しています。
　新校舎には、体験的に心の理解を深めるための心理学実験室が整備されます。ま
た、地域の方を対象とした附属相談室の開設も予定されています。
　心理学科における学びと研究を、本学で養成している他の専門職と連携しながら
地域貢献へとつなげていきます。

Well-being社会の実現とアドバンスト・エッセンシャルワーカーの育成
－AI時代を切り拓く「対人支援」のプロへ－
Well-being社会の実現とアドバンスト・エッセンシャルワーカーの育成
－AI時代を切り拓く「対人支援」のプロへ－

高崎健康福祉大学 石田　朋靖 Tomoyasu Ishida学長

活動実績

04
バドミントン部

2026年4月心理学科開設

　バドミントン部は、全日本学生選手権大会（インカレ）への出場および関東学生リーグ戦における1部リーグ昇格を目標に、日本全国
から部員が集い、日々練習とトレーニングに励んでいます。
　昨年度は部として掲げていた目標である、男女ともに2部リーグへの昇格を達成することができました。この成果をチーム全体の自信
とし、本年度もさらなる競技力向上と目標達成に向け、計画的かつ継続的な取り組みを行っていきます。
　また、地域貢献活動の一環として、近隣県の小学生から高校生までの代表選手と合同練習を行い、技術指導やアドバイスを行う機会を
いただきました。世代を超えた交流
を通じて、競技の楽しさやスポーツ
の価値を共有するとともに、部員自
身にとっても指導力や人間性を高め
る貴重な経験となりました。
　今後も競技活動だけでなく、地域
とのつながりを大切にしながら、学
業と競技の両立を図り、大学および
地域に貢献できる部活動を目指して
いきます。

1. 私たちが立っている「歴史の転換点」
　今日、私たちは歴史の大きな転換点に立っています。少子高齢化や
人口減少はもはや予測ではなく、いま現実として直面している課題で
す。これに呼応するように、生成AIをはじめとするデジタル技術は驚
異的なスピードで進化し、私たちの暮らし、働き方、そして学びのあ
り方を根底から変えつつあります。
　利便性が向上する一方で、社会システムには綻びが生じています。
とりわけ、人の生命と生活を支える医療・福祉・教育・食・農といっ
たエッセンシャルな領域では、担い手不足が深刻化するとともに、ニー
ズの多様化により業務の高度化・複雑化が急速に進んでいます。従来
の教育や訓練の枠組みだけでは、複雑に絡み合った現代社会の課題に
十分に対応することは困難になってきました。
　不確実性が高まる時代において、本学が果たすべき役割は、単なる
知識や資格の付与にとどまりません。現場の痛みを知り、他者の課題
に主体的に向き合い、新たな解を導き出せる人材を育成することこそ
が、今まさに求められているのです。
2. 「Well-being（ウェルビーイング）」という共通のゴール
　本学が教育の中核に据えている理念、それが「Well-being社会の
実現」です。Well-beingとは、単に病気ではない状態を指すのでは
ありません。個々人が身体的、精神的、そして社会的に満たされ、自
分らしく生きる喜びを実感できている状態を意味します。
　それは個人の幸福にとどまらず、地域コミュニティの安定や社会の
持続可能性を支える重要な基盤です。「誰もが排除されることなく、
健やかに生きられる社会をいかに構築するか」---この問いへの答え
を模索することこそが、本学の教育研究の原動力です。
3. 「心・身体・社会」をトータルで支える学び
　本学は、これまで多角的な視点からWell-beingを追求してきまし
た。看護、理学療法、薬学、健康栄養、農学といった科学的知見に基
づいた「身体の健康」、社会福祉や子ども教育の実践を通じて支える「社
会の健康」、そしてそれらをデータの力で統合し実装する情報学の力
です。これらは人間が生きていくための重要な柱となります。
　一方で、近年ますます重要性を増しているのが「心の健康」です。
不安やストレス、孤立といった心理的課題は、あらゆる現場に深刻な
影を落としています。たとえ身体や環境が整っていても、心が満たさ

れなければ真のWell-beingは達成されません。　
　そこで本学は、新たに心理学科を設置しました。これにより「心・
身体・社会」を総合的に支える体制が整いました。心理学は特定の専
門職のためだけの学問ではありません。科学的手法で人を理解し、支
える英知は、すべての対人支援職に共通して求められる基礎的かつ不
可欠な素養なのです。
4. テクノロジーと人間の「真の共生」
　さて、これからの社会においてはAIやICTとの共生は避けて通れま
せん。現場の効率化や高度なデータ分析を進めるには、デジタル技術
は不可欠な存在です。しかし、どれほどAIが進化しても、対人支援の「中
核」を代替することはできません。
　相手の繊細な感情を読み取り、行動の背景にある文脈を理解し、寄
り添いながら最善の選択を模索し、その結果に責任を負う---こうし
た営みは、人間に固有の「知性」と「倫理性」に根ざしています。む
しろテクノロジーが普及するほど、信頼関係を築く力や心理的安全性
を保つ知見の価値は、相対的に高まっていくでしょう。
5. アドバンスト・エッセンシャルワーカー（AEW）の育成
　こうした考えに基づき、本学が育成を目指す人材像が「アドバンス
ト・エッセンシャルワーカー（AEW）」です。社会に不可欠な基幹分
野において高度な専門性を持ちつつ、AI・ICTを道具として主体的に
使いこなし、複雑化した現場の課題を解決できる、高度なレベルのプ
ロフェッショナルを指します。
　AEWは単なるルーチンワーカーではありません。人間の判断と倫
理を中核に据え、テクノロジーを「人の幸せ」へと結びつける変革の
担い手です。本学では、専門分野の枠を超えた「対人理解力」「協働力」
「Well-being志向」を体系的に育み、AEWの養成を進めていきます。
6. 未来に対する私たちの使命
　本学には、学科を越えた柔軟な学びや、分野横断的に課題に挑む多
職種連携教育（IPE）の伝統があります。私たちが養成するのは「AI
に代替される」ことを不安に思うような人材ではありません。幅広な
視野のもと「AIと共に、人間と社会の価値を最大化する」人材です。
　心理学的アプローチを一層充実させた今、Well-being社会を支え
るAEW人材を送り出し続けること。それこそが、本学が未来に対し
て果たすべき最も重要な教育的使命であると確信しています。

1 階エントランスイメージ

4階ホールイメージ

新校舎（6号館）外観

関東大学春季リーグ戦

関東学生選手権大会 Bブロック

国民体育大会群馬県予選会

関東大学秋季リーグ戦

全日本学生選手権大会（インカレ）

2部リーグ5位・新人賞受賞（女子）3部リーグ優勝・2部リーグ昇格（男子）

ダブルス優勝・シングルス3位入賞（女子）ダブルス準優勝・3位入賞・シングルス3位入賞（男子）

シングルス3位入賞・ダブルス3位入賞（女子）

シングルス優勝・準優勝・3位入賞、ダブルス準優勝・3位入賞（男子）ダブルス準優勝（女子）

2部リーグ6位（女子）2部リーグ3位入賞・敢闘賞受賞（男子）

シングルス出場（女子）ダブルス出場（女子）
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Takasaki University of Health and Welfare Department Topics トピックス学科

学科
Topics

0101
　
本
学
科
の
医
療
コ
ー
ス
を
目
指
す
学
生
は
、

コ
ロ
ナ
禍
以
降
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
本
学
科
で
は
、
情
報
分
野
の
知
識
・
技
能
を

習
得
し
医
療
コ
ー
ス
を
志
す
学
生
を
対
象
に
、

診
療
情
報
管
理
士
認
定
試
験
合
格
後
の
更
な
る

資
質
向
上
と
、
就
職
後
に
即
戦
力
と
し
て
活
躍

で
き
る
人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
、
集
中
講

義
、
特
別
ゼ
ミ
、
通
信
講
座
な
ど
各
種
講
座
を

開
講
し
て
い
ま
す
。

⒈
が
ん
登
録
実
務
初
級
者
認
定
試
験

　「
が
ん
登
録
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律 
」
が

施
行
さ
れ
て
10
年
が
経
過
し
、
現
在
は
全
国
す

べ
て
の
病
院
で
が
ん
登
録
は
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
本
学
科
で
は
即
戦
力
と
な
り
得
る
人
材
の

育
成
を
目
的
と
し
て
、
診
療
情
報
管
理
士
合
格

者
を
対
象
に
、
が
ん
登
録
実
務
初
級
者
認
定
試

験
対
策
の
集
中
講
義
を
４
年
次
前
期
に
開
講
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
昨
年
度
は
3
名
が
合
格
し

ま
し
た
。

⒉
D
P
C
コ
ー
ス

　
病
院
の
診
療
報
酬
請
求
業
務
で
用
い
ら
れ
る

D
PC

（D
PC/PD

PS

：（D
iagnosis Procedure 

Com
bination / Per-Diem

 Paym
ent System

）

で
は
、
ま
ず
主
傷
病
名
に
I
C
D
（
国
際
疾
病

分
類
）
コ
ー
ド
を
付
与
し
ま
す
。
診
療
情
報
管

理
士
は
、
こ
の
D
P
C
業
務
を
主
導
的
に
担
う

職
種
で
す
。
本
学
科
で
は
、
診
療
情
報
管
理
士

認
定
試
験
に
合
格
し
た
者
が
実
務
を
学
ぶ
こ
と

の
で
き
る
日
本
病
院
会
の
通
信
教
育
を
4
年
次

前
期
に
受
講
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
昨
年
度
の

修
了
者
は
４
名
で
し
た
。

⒊
医
事
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
演
習

　
医
療
教
育
統
合
シ
ス
テ
ム
「
医
事
n
a
v
i

Ⅲ
」
を
導
入
し
、
模
擬
診
療
記
録
を
用
い
て
、

病
院
実
務
と
同
様
の
電
子
カ
ル
テ
入
力
、
医
師
事

務
作
業
補
助
者
業
務
、
診
療
報
酬
明
細
書
（
レ
セ

プ
ト
）
作
成
、
会
計
業
務
な
ど
の
模
擬
演
習
を

P
C
上
で
行
う
特
別
ゼ
ミ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
病
院
事
務
職
で
あ
る
診
療
情
報
管
理
士
は
、

医
師
や
看
護
師
と
は
異
な
り
医
療
行
為
を
行
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
回
紹
介
し

た
「
が
ん
登
録
実
務
初
級
者
」
や
「
D
P
C
コ

ー
ス
」
を
修
得
す
る
こ
と
で
、
病
院
に
お
け
る

A
EW

（A
dvanced Essential W

orker

）

と
し
て
、
医
療
現
場
を
支
え
る
人
材
と
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
社
会
福
祉
学
科
で
は
、
地
域
連
携
活
動
の
一

環
と
し
て
、
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ハ

ン
ド
ケ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
本
活
動
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
お
よ
び

メ
イ
ク
ア
ッ
プ
サ
ロ
ン
の
協
力
に
加
え
、
本
学

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の

支
援
を
受
け
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
事
前
講
習
で
は
、
サ
ロ
ン
ス
タ
ッ
フ
の
指
導

の
も
と
、
ハ
ン
ド
ケ
ア
の
手
順
や
注
意
点
、
道

具
の
使
い
方
に
つ
い
て
学
び
、
高
齢
者
に
安
全

で
快
適
な
ケ
ア
を
提
供
す
る
た
め
の
準
備
を
行

い
ま
し
た
。

　
当
日
は
学
生
が
会
場
設
営
や
準
備
、
ハ
ン
ド
ケ

ア
、
片
付
け
を
担
当
し
、
利
用
者
の
方
々
が
メ
イ

ク
ア
ッ
プ
を
受
け
る
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
学
生
は
高
齢
者
と
の

関
わ
り
や
、
福
祉
現
場
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し

た
。
社
会
福
祉
学
科
で
は
、
今
後
も
地
域
と
連

携
し
た
実
践
的
な
学
び
の
機
会
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。

　
こ
う
し
た
体
験
は
、
将
来
さ
ま
ざ
ま
な
進
路

に
お
い
て
、
人
と
関
わ
る
場
面
で
の
学
び
と
し

て
活
か
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
学
生

に
と
っ
て
は
、
学
内
の
学
び
を
実
際
の
場
面
で

確
認
す
る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

大
川
喜
代
美

診
療
情
報
管
理
士
の
活
躍
を
広
げ
る
た
め
の
支
援

医
療
情
報
学
科
　
准
教
授

学科
Topics

0202

六
本
木

　麻
奈

地
域
連
携
に
よ
る
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
・

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ハ
ン
ド
ケ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

社
会
福
祉
学
科
　
助
教

学科
Topics

0303
　
令
和
7
年
度
「
管
理
栄
養
士
論
Ⅰ
」（
1
年
次
・

通
年
・
必
修
）
の
後
期
授
業
で
は
、
県
内
自
治
体

と
連
携
し
た
地
域
連
携
型
の
食
育
活
動
を
実
施

し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
下
仁
田
小
学
校
お
よ

び
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
と
協
働
し
、
食
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
地
域
食
材
を
活
用
し
た

食
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
大
学
生
が
小
学

生
に
「
食
と
健
康
」
の
大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
授
業
時
間
の

中
で
、
1
年
生
約
80
名
が
5
人
1
組
と
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
1
つ
の
テ
ー
マ
を
担
当
し
ま
し
た
。
栄
養

学
を
学
ぶ
立
場
と
若
い
視
点
を
生
か
し
、
食
育

動
画
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
制
作
し
ま
し
た
。
制

作
に
あ
た
っ
て
は
、
動
画
制
作
の
専
門
講
師
や

2
年
生
を
含
む
コ
ア
メ
ン
バ
ー
学
生
か
ら
技
術

面
・
構
成
面
の
指
導
を
受
け
、
試
行
錯
誤
を
重

ね
な
が
ら
完
成
度
を
高
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
や
栄
養
教
諭

か
ら
、
内
容
の
正
確
性
や
小
学
生
へ
の
伝
え
方

に
つ
い
て
助
言
を
い
た
だ
き
、
教
材
を
改
善
し
な

が
ら
、
よ
り
実
践
的
で
分
か
り
や
す
い
食
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
へ
と
発
展
さ
せ
ま
し
た
。
完
成
し
た
動

画
教
材
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
給
食
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
小
学
校
で
活
用
さ
れ
、
子

ど
も
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
地
域
の
食
文
化
や

栄
養
、
有
機
農
業
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
給
食
の
時
間
に
、
小
学
生
が
笑
顔
で

動
画
を
視
聴
し
、
友
だ
ち
同
士
で
話
し
合
う
姿

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
小
学
生
は
地
元

の
食
材
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
健
康

的
な
食
生
活
の
大
切
さ
を
自
然
と
身
に
つ
け
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
や
栄
養
教
諭
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に

よ
り
、
学
生
自
身
も
自
ら
の
成
果
を
実
感
し
、

大
き
な
達
成
感
と
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。「
食
」
を
介
し
た
世
代
間
の
つ
な
が
り
を

育
み
、
地
域
の
未
来
を
支
え
る
食
文
化
の
継
承

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ア
イ
ル
ラ
ン
ドTrinity C

ollege of D
ub

lin (TC
D
)

と
本
学
と
の
間
で
国
際
交
流
の
覚

書
が
締
結
さ
れ
て
か
ら
、
R
8
年
度
で
5
年
目

に
な
り
ま
す
。
薬
学
科
と
T
C
D
薬
学
部
間
で

人
的
交
流
の
一
環
と
し
て
、
R
5
年
に
2
名
の

T
C
D
学
生
を
短
期
研
究
留
学
生
と
し
て
受
け

入
れ
て
以
来
、
毎
年
9
月
に
は
本
学
科
の
学
生

を
ダ
ブ
リ
ン
に
派
遣
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、

学
科
年
内
行
事
の
一
つ
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。昨
年
度
は
、5
月
18
日
か
ら
8
週
間
、

T
C
D
薬
学
部
の
3
年
生
を
修
了
し
た
ば
か
り

のD
aniel H

erron

君
とÁ

ine Balfe

さ
ん

の
二
人
が
本
学
薬
学
科
を
訪
れ
ま
し
た
。
両
者

と
も
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身
で
、D

aniel

君

は
分
子
動
態
制
御
学
研
究
室
（
筆
者
の
研
究

室
）、Á

ine

さ
ん
は
分
子
薬
化
学
研
究
室
（
峯

野
研
）
に
所
属
し
、
本
学
科
の
卒
研
生
と
一
緒

に
研
究
に
励
み
ま
し
た
。
滞
在
中
は
、
所
属
研

究
室
主
催
の
歓
迎
会
や
研
究
セ
ミ
ナ
ー
、
漢
方

薬
局
見
学
、
草
津
温
泉
な
ど
高
崎
市
郊
外
へ
の

日
帰
り
ツ
ア
ー
な
ど
、
数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
留
学
生
と
接
し
た
卒
研
生
達
に
は
最
初
、
言

葉
の
壁
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
毎
日
顔

を
合
わ
せ
て
い
る
う
ち
に
お
互
い
打
ち
解
け
て

き
て
、
自
然
に
和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
が
醸

成
さ
れ
、
研
究
と
交
流
が
同
時
に
加
速
し
て
い

き
ま
し
た
。
二
人
の
留
学
生
が
日
本
好
き
な
こ

と
も
プ
ラ
ス
に
働
い
た
の
は
事
実
で
す
が
、
今

回
の
国
際
交
流
で
目
を
見
張
っ
た
の
は
、
英
語

が
得
意
で
な
い
卒
研
生
達
が
留
学
生
に
英
語
で

話
し
か
け
、
研
究
と
い
う
共
同
作
業
を
通
じ

て
、
自
然
に
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
が
構
築
さ
れ
て

い
っ
た
こ
と
で
す
。
卒
研
生
に
立
ち
は
だ
か
っ

て
い
た
言
葉
の
壁
は
い
つ
の
間
に
か
に
消
え
、

学
生
同
士
で
ご
飯
を
食
べ
に
行
っ
た
り
、
遊
び

に
行
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
終

週
に
薬
学
科
の
教
員
と
学
生
が
主
催
し
た
送
別

会
で
は
、
健
大
グ
ッ
ズ
が
記
念
品
と
し
て
贈
呈

さ
れ
、
健
大
ロ
ゴ
入
り
の
野
球
帽
を
か
ぶ
っ
て

見
せ
た
二
人
の
笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
卒
研
生
が
準
備
し
た
寄
書

き
を
贈
ら
れ
て
、
普
段
は
ク
ー
ル
な
留
学
生
も

こ
の
と
き
ば
か
り
は
、
涙
を
目
に
浮
か
べ
別
れ

を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。
筆
者
に
は
、
こ
の
涙

は
友
情
の
証
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
高
崎
で

の
国
際
交
流
と
い
う
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
が
、
普
段

国
試
対
策
に
追
わ
れ
視
野
が
狭
く
な
り
が
ち
な

薬
学
生
の
眼
を
大
き
く
世
界
に
向
け
て
開
か
せ

る
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。

　
筆
者
は
「
世
界
を
知
り
、
自
分
の
生
き
る
世

界
が
広
が
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
国
際
交
流

を
推
進
し
、
国
際
薬
学
人
材
の
育
成
を
究
極
の

目
的
に
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
、
薬
学
科
で

の
国
際
交
流
へ
の
関
心
は
低
く
、
外
国
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
抵
抗
を
感
じ
る
学
生

は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
薬
学
生
の
ニ
ー
ズ
を

反
映
さ
せ
た
国
際
交
流
の
在
り
様
を
吟
味
し
、

よ
り
良
い
方
向
へ
さ
ら
に
進
化
さ
せ
、
フ
レ
ン

ド
シ
ッ
プ
を
深
化
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
薬
学
国
際
交
流
に
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
た
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
、
薬
学
教
職
員
の

皆
様
に
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

大
家
千
枝
子

1
年
生
か
ら
地
域
で
活
躍
！ 

食
育
教
材
づ
く
り
で
学
ぶ

『
伝
え
る
力
』
と
『
栄
養
の
専
門
性
』

健
康
栄
養
学
科
　
教
授

学科
Topics

0404
進
化
す
る
薬
学
部
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

深
化
す
る
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

中
西

　猛
夫

薬
学
科
　
教
授

▲医療教育統合システム初期画面

▲動画QRコードつきのリーフレットが
　冊子として完成

▲昨年度協働開発した鍋つゆを使ったコラボ給食

▲給食の時間に流れた食育動画

▲留学生と一緒に薬学で研究セミナー（正面 Áine、正面右 Daniel）

▲送別会で寄せ書きを贈る卒研生

▲グループごとそれぞれのテーマについて作業

▲現地視察・下仁田ねぎ祭りで
　岩崎町長と記念撮影

▲現地視察・道の駅しもにた1年生集合写真

▲コアメンバーによる有機農家さんへの取材

▲コアメンバーが代表して小学校で挨拶

▲活動前の打ち合わせの様子▲事前講習の一場面▲学生が活動に取り組む様子②

▲学生が活動に取り組む様子①
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学科
Topics

0101
　
本
学
科
の
医
療
コ
ー
ス
を
目
指
す
学
生
は
、

コ
ロ
ナ
禍
以
降
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
本
学
科
で
は
、
情
報
分
野
の
知
識
・
技
能
を

習
得
し
医
療
コ
ー
ス
を
志
す
学
生
を
対
象
に
、

診
療
情
報
管
理
士
認
定
試
験
合
格
後
の
更
な
る

資
質
向
上
と
、
就
職
後
に
即
戦
力
と
し
て
活
躍

で
き
る
人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
、
集
中
講

義
、
特
別
ゼ
ミ
、
通
信
講
座
な
ど
各
種
講
座
を

開
講
し
て
い
ま
す
。

⒈
が
ん
登
録
実
務
初
級
者
認
定
試
験

　「
が
ん
登
録
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律 

」
が

施
行
さ
れ
て
10
年
が
経
過
し
、
現
在
は
全
国
す

べ
て
の
病
院
で
が
ん
登
録
は
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
本
学
科
で
は
即
戦
力
と
な
り
得
る
人
材
の

育
成
を
目
的
と
し
て
、
診
療
情
報
管
理
士
合
格

者
を
対
象
に
、
が
ん
登
録
実
務
初
級
者
認
定
試

験
対
策
の
集
中
講
義
を
４
年
次
前
期
に
開
講
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
昨
年
度
は
3
名
が
合
格
し

ま
し
た
。

⒉
D
P
C
コ
ー
ス

　
病
院
の
診
療
報
酬
請
求
業
務
で
用
い
ら
れ
る

D
PC

（D
PC/PD

PS

：（D
iagnosis Procedure 

Com
bination / Per-Diem

 Paym
ent System

）

で
は
、
ま
ず
主
傷
病
名
に
I
C
D
（
国
際
疾
病

分
類
）
コ
ー
ド
を
付
与
し
ま
す
。
診
療
情
報
管

理
士
は
、
こ
の
D
P
C
業
務
を
主
導
的
に
担
う

職
種
で
す
。
本
学
科
で
は
、
診
療
情
報
管
理
士

認
定
試
験
に
合
格
し
た
者
が
実
務
を
学
ぶ
こ
と

の
で
き
る
日
本
病
院
会
の
通
信
教
育
を
4
年
次

前
期
に
受
講
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
昨
年
度
の

修
了
者
は
４
名
で
し
た
。

⒊
医
事
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
演
習

　
医
療
教
育
統
合
シ
ス
テ
ム
「
医
事
n
a
v
i

Ⅲ
」
を
導
入
し
、
模
擬
診
療
記
録
を
用
い
て
、

病
院
実
務
と
同
様
の
電
子
カ
ル
テ
入
力
、
医
師
事

務
作
業
補
助
者
業
務
、
診
療
報
酬
明
細
書
（
レ
セ

プ
ト
）
作
成
、
会
計
業
務
な
ど
の
模
擬
演
習
を

P
C
上
で
行
う
特
別
ゼ
ミ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
病
院
事
務
職
で
あ
る
診
療
情
報
管
理
士
は
、

医
師
や
看
護
師
と
は
異
な
り
医
療
行
為
を
行
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
回
紹
介
し

た
「
が
ん
登
録
実
務
初
級
者
」
や
「
D
P
C
コ

ー
ス
」
を
修
得
す
る
こ
と
で
、
病
院
に
お
け
る

A
EW

（A
dvanced Essential W

orker

）

と
し
て
、
医
療
現
場
を
支
え
る
人
材
と
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
社
会
福
祉
学
科
で
は
、
地
域
連
携
活
動
の
一

環
と
し
て
、
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ハ

ン
ド
ケ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
本
活
動
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
お
よ
び

メ
イ
ク
ア
ッ
プ
サ
ロ
ン
の
協
力
に
加
え
、
本
学

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の

支
援
を
受
け
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
事
前
講
習
で
は
、
サ
ロ
ン
ス
タ
ッ
フ
の
指
導

の
も
と
、
ハ
ン
ド
ケ
ア
の
手
順
や
注
意
点
、
道

具
の
使
い
方
に
つ
い
て
学
び
、
高
齢
者
に
安
全

で
快
適
な
ケ
ア
を
提
供
す
る
た
め
の
準
備
を
行

い
ま
し
た
。

　
当
日
は
学
生
が
会
場
設
営
や
準
備
、
ハ
ン
ド
ケ

ア
、
片
付
け
を
担
当
し
、
利
用
者
の
方
々
が
メ
イ

ク
ア
ッ
プ
を
受
け
る
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
学
生
は
高
齢
者
と
の

関
わ
り
や
、
福
祉
現
場
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し

た
。
社
会
福
祉
学
科
で
は
、
今
後
も
地
域
と
連

携
し
た
実
践
的
な
学
び
の
機
会
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。

　
こ
う
し
た
体
験
は
、
将
来
さ
ま
ざ
ま
な
進
路

に
お
い
て
、
人
と
関
わ
る
場
面
で
の
学
び
と
し

て
活
か
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
学
生

に
と
っ
て
は
、
学
内
の
学
び
を
実
際
の
場
面
で

確
認
す
る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

大
川
喜
代
美

診
療
情
報
管
理
士
の
活
躍
を
広
げ
る
た
め
の
支
援

医
療
情
報
学
科
　
准
教
授

学科
Topics

0202

六
本
木

　麻
奈

地
域
連
携
に
よ
る
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
・

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ハ
ン
ド
ケ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

社
会
福
祉
学
科
　
助
教

学科
Topics

0303
　
令
和
7
年
度
「
管
理
栄
養
士
論
Ⅰ
」（
1
年
次
・

通
年
・
必
修
）
の
後
期
授
業
で
は
、
県
内
自
治
体

と
連
携
し
た
地
域
連
携
型
の
食
育
活
動
を
実
施

し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
下
仁
田
小
学
校
お
よ

び
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
と
協
働
し
、
食
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
地
域
食
材
を
活
用
し
た

食
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
大
学
生
が
小
学

生
に
「
食
と
健
康
」
の
大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
授
業
時
間
の

中
で
、
1
年
生
約
80
名
が
5
人
1
組
と
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
1
つ
の
テ
ー
マ
を
担
当
し
ま
し
た
。
栄
養

学
を
学
ぶ
立
場
と
若
い
視
点
を
生
か
し
、
食
育

動
画
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
制
作
し
ま
し
た
。
制

作
に
あ
た
っ
て
は
、
動
画
制
作
の
専
門
講
師
や

2
年
生
を
含
む
コ
ア
メ
ン
バ
ー
学
生
か
ら
技
術

面
・
構
成
面
の
指
導
を
受
け
、
試
行
錯
誤
を
重

ね
な
が
ら
完
成
度
を
高
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
や
栄
養
教
諭

か
ら
、
内
容
の
正
確
性
や
小
学
生
へ
の
伝
え
方

に
つ
い
て
助
言
を
い
た
だ
き
、
教
材
を
改
善
し
な

が
ら
、
よ
り
実
践
的
で
分
か
り
や
す
い
食
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
へ
と
発
展
さ
せ
ま
し
た
。
完
成
し
た
動

画
教
材
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
給
食
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
小
学
校
で
活
用
さ
れ
、
子

ど
も
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
地
域
の
食
文
化
や

栄
養
、
有
機
農
業
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
給
食
の
時
間
に
、
小
学
生
が
笑
顔
で

動
画
を
視
聴
し
、
友
だ
ち
同
士
で
話
し
合
う
姿

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
小
学
生
は
地
元

の
食
材
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
健
康

的
な
食
生
活
の
大
切
さ
を
自
然
と
身
に
つ
け
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
や
栄
養
教
諭
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に

よ
り
、
学
生
自
身
も
自
ら
の
成
果
を
実
感
し
、

大
き
な
達
成
感
と
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。「
食
」
を
介
し
た
世
代
間
の
つ
な
が
り
を

育
み
、
地
域
の
未
来
を
支
え
る
食
文
化
の
継
承

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ア
イ
ル
ラ
ン
ドTrinity C

ollege of D
ub

lin (TC
D
)

と
本
学
と
の
間
で
国
際
交
流
の
覚

書
が
締
結
さ
れ
て
か
ら
、
R
8
年
度
で
5
年
目

に
な
り
ま
す
。
薬
学
科
と
T
C
D
薬
学
部
間
で

人
的
交
流
の
一
環
と
し
て
、
R
5
年
に
2
名
の

T
C
D
学
生
を
短
期
研
究
留
学
生
と
し
て
受
け

入
れ
て
以
来
、
毎
年
9
月
に
は
本
学
科
の
学
生

を
ダ
ブ
リ
ン
に
派
遣
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、

学
科
年
内
行
事
の
一
つ
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。昨
年
度
は
、5
月
18
日
か
ら
8
週
間
、

T
C
D
薬
学
部
の
3
年
生
を
修
了
し
た
ば
か
り

のD
aniel H

erron

君
とÁ

ine Balfe

さ
ん

の
二
人
が
本
学
薬
学
科
を
訪
れ
ま
し
た
。
両
者

と
も
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身
で
、D

aniel

君

は
分
子
動
態
制
御
学
研
究
室
（
筆
者
の
研
究

室
）、Á

ine

さ
ん
は
分
子
薬
化
学
研
究
室
（
峯

野
研
）
に
所
属
し
、
本
学
科
の
卒
研
生
と
一
緒

に
研
究
に
励
み
ま
し
た
。
滞
在
中
は
、
所
属
研

究
室
主
催
の
歓
迎
会
や
研
究
セ
ミ
ナ
ー
、
漢
方

薬
局
見
学
、
草
津
温
泉
な
ど
高
崎
市
郊
外
へ
の

日
帰
り
ツ
ア
ー
な
ど
、
数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
留
学
生
と
接
し
た
卒
研
生
達
に
は
最
初
、
言

葉
の
壁
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
毎
日
顔

を
合
わ
せ
て
い
る
う
ち
に
お
互
い
打
ち
解
け
て

き
て
、
自
然
に
和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
が
醸

成
さ
れ
、
研
究
と
交
流
が
同
時
に
加
速
し
て
い

き
ま
し
た
。
二
人
の
留
学
生
が
日
本
好
き
な
こ

と
も
プ
ラ
ス
に
働
い
た
の
は
事
実
で
す
が
、
今

回
の
国
際
交
流
で
目
を
見
張
っ
た
の
は
、
英
語

が
得
意
で
な
い
卒
研
生
達
が
留
学
生
に
英
語
で

話
し
か
け
、
研
究
と
い
う
共
同
作
業
を
通
じ

て
、
自
然
に
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
が
構
築
さ
れ
て

い
っ
た
こ
と
で
す
。
卒
研
生
に
立
ち
は
だ
か
っ

て
い
た
言
葉
の
壁
は
い
つ
の
間
に
か
に
消
え
、

学
生
同
士
で
ご
飯
を
食
べ
に
行
っ
た
り
、
遊
び

に
行
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
終

週
に
薬
学
科
の
教
員
と
学
生
が
主
催
し
た
送
別

会
で
は
、
健
大
グ
ッ
ズ
が
記
念
品
と
し
て
贈
呈

さ
れ
、
健
大
ロ
ゴ
入
り
の
野
球
帽
を
か
ぶ
っ
て

見
せ
た
二
人
の
笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
卒
研
生
が
準
備
し
た
寄
書

き
を
贈
ら
れ
て
、
普
段
は
ク
ー
ル
な
留
学
生
も

こ
の
と
き
ば
か
り
は
、
涙
を
目
に
浮
か
べ
別
れ

を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。
筆
者
に
は
、
こ
の
涙

は
友
情
の
証
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
高
崎
で

の
国
際
交
流
と
い
う
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
が
、
普
段

国
試
対
策
に
追
わ
れ
視
野
が
狭
く
な
り
が
ち
な

薬
学
生
の
眼
を
大
き
く
世
界
に
向
け
て
開
か
せ

る
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。

　
筆
者
は
「
世
界
を
知
り
、
自
分
の
生
き
る
世

界
が
広
が
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
国
際
交
流

を
推
進
し
、
国
際
薬
学
人
材
の
育
成
を
究
極
の

目
的
に
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
、
薬
学
科
で

の
国
際
交
流
へ
の
関
心
は
低
く
、
外
国
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
抵
抗
を
感
じ
る
学
生

は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
薬
学
生
の
ニ
ー
ズ
を

反
映
さ
せ
た
国
際
交
流
の
在
り
様
を
吟
味
し
、

よ
り
良
い
方
向
へ
さ
ら
に
進
化
さ
せ
、
フ
レ
ン

ド
シ
ッ
プ
を
深
化
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
薬
学
国
際
交
流
に
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
た
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
、
薬
学
教
職
員
の

皆
様
に
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

大
家
千
枝
子

1
年
生
か
ら
地
域
で
活
躍
！ 

食
育
教
材
づ
く
り
で
学
ぶ

『
伝
え
る
力
』
と
『
栄
養
の
専
門
性
』

健
康
栄
養
学
科
　
教
授

学科
Topics

0404
進
化
す
る
薬
学
部
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

深
化
す
る
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

中
西

　猛
夫

薬
学
科
　
教
授

▲医療教育統合システム初期画面

▲動画QRコードつきのリーフレットが
　冊子として完成

▲昨年度協働開発した鍋つゆを使ったコラボ給食

▲給食の時間に流れた食育動画

▲留学生と一緒に薬学で研究セミナー（正面 Áine、正面右 Daniel）

▲送別会で寄せ書きを贈る卒研生

▲グループごとそれぞれのテーマについて作業

▲現地視察・下仁田ねぎ祭りで
　岩崎町長と記念撮影

▲現地視察・道の駅しもにた1年生集合写真

▲コアメンバーによる有機農家さんへの取材

▲コアメンバーが代表して小学校で挨拶

▲活動前の打ち合わせの様子▲事前講習の一場面▲学生が活動に取り組む様子②

▲学生が活動に取り組む様子①
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リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
看
護
学
で
は
、

思
春
期
か
ら
老
年
期
ま
で
の
女
性
と
そ
の
パ
ー

ト
ナ
ー
、乳
児
を
育
て
る
家
族
、そ
れ
ら
の
人
々

が
生
活
す
る
地
域
社
会
を
対
象
と
し
て
、『
性

と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利
（
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
）』
の
視
点
か
ら
看

護
を
学
び
ま
す
。

　

2
年
次
後
期
の
演
習
で
は
、
妊
婦
・
出
産
後

の
女
性
・
新
生
児
の
模
擬
事
例
を
用
い
て
観
察
・

ケ
ア
に
必
要
な
知
識
・
技
術
を
学
ん
で
お
り
、

12
月
に
3
つ
の
実
技
演
習
を
行
い
ま
し
た
（
写

真
は
①
と
③
で
す
）。　

①
新
生
児
の
呼
吸
・
心
拍
を
観
察
す
る
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
や
新
生
児
モ
デ
ル
を
用
い
、
呼
吸

と
心
拍
、
黄
疸
、
体
重
の
観
察
技
術
を
学
び

ま
し
た
。
新
生
児
の
心
拍
数
は
新
生
児
用
の

聴
診
器
に
よ
り
1
分
間
カ
ウ
ン
ト
し
ま
す
。

正
常
値
（
1
1
0
‒1
6
0
／
分
）
の
知
識

は
あ
っ
て
も
、「
速
く
て
途
中
で
分
か
ら
な

く
な
る
」
と
の
声
も
聞
か
れ
、
真
剣
な
表
情

で
聴
診
を
行
う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

②
産
後
早
期
に
お
け
る
子
宮
の
回
復
に
つ
い

て
、モ
デ
ル
人
形
を
用
い
て
観
察
し
ま
し
た
。

③
母
子
が
快
適
で
効
果
的
・
安
全
に
授
乳
す
る

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
習
し
ま
し
た
。

　

少
子
化
に
伴
い
、
実
習
で
産
後
の
母
子
に
関

わ
れ
る
機
会
が
限
ら
れ
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
た
演
習
を
通
し

て
学
生
が
観
察
・
ケ
ア
技
術
を
学
び
、
適
切
に

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
看
護
実
践
能
力
を
修

得
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

理
学
療
法
学
科
で
は
、
令
和
8
年
度
入
学
生

か
ら
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
合
わ
せ
、
日
本
パ

ラ
ス
ポ
ー
ツ
協
会
が
認
定
す
る
『
初
級
パ
ラ
ス

ポ
ー
ツ
指
導
員
養
成
コ
ー
ス
』を
開
講
し
ま
す
。

本
コ
ー
ス
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
安
心
・

安
全
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
の
健
康
管
理

や
安
全
管
理
、
指
導
の
基
礎
に
つ
い
て
、
実
践

経
験
が
豊
富
な
教
員
か
ら
体
系
的
に
学
び
ま

す
。

　

学
内
で
の
学
び
に
と
ど
ま
ら
ず
地
域
と
連
携

し
た
実
践
の
場
と
し
て
、
理
学
療
法
学
科
の
学

生
が
主
体
と
な
り
令
和
7
年
5
月
に
立
ち
上

が
っ
た
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
の
活
動
を
紹

介
し
ま
す
。
現
在
21
名
が
在
籍
し
、
車
い
す
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
テ
ニ
ス
、
ピ
ッ
ク
ル
ボ
ー

ル
な
ど
多
様
な
種
目
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
り
、

参
加
者
の
特
性
に
応
じ
て
誰
も
が
楽
し
め
る

ル
ー
ル
を
考
え
な
が
ら
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
魅

力
を
探
究
し
て
い
ま
す
。活
動
の
一
環
と
し
て
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
車
い
す
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
サ
ポ
ー
ト
や
、
パ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
体
験
教
室
の
運
営
補
助
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
昨
年
末
に
は
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
を
開
催
し
、
参
加
者
全
員
が
一
体
と

な
っ
て
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

障
が
い
の
有
無
や
年
齢
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も

が
本
気
で
楽
し
み
、
支
え
合
え
る
パ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
の
実
践
を
通
し
て
、
初
級
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
指

導
者
養
成
コ
ー
ス
で
は
、
指
導
の
基
礎
を
確
実

に
身
に
つ
け
、
W
e
l
l
‒b
e
i
n
g
な
地

域
社
会
の
実
現
に
貢
献
で
き
る
理
学
療
法
士
の

育
成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

寺
口

　顕
子

産
後
の
母
子
の
観
察
・
ケ
ア
技
術
演
習

「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
看
護
学
演
習
」紹
介

看
護
学
科　

教
授

学科
Topics

0606

高
橋

　裕
子

理
学
療
法
学
科
に
て
初
級
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

養
成
コ
ー
ス
が
始
ま
り
ま
す

理
学
療
法
学
科　

助
教

学科
Topics

0707
　

子
ど
も
教
育
学
科
の
授
業
「
病
弱
児
教
育
演

習
（
4 

年
生
対
象
）」
の
学
修
成
果
の
集
大
成
と

し
て
、
学
生
が
こ
れ
ま
で
に
学
ん
だ
専
門
知
識
と

技
術
を
活
か
し
、
活
動
を
ベ
ー
ス
と
し
た
授
業
を

自
ら
企
画
・
構
成
し
、
実
践
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
交
流
授
業
が
12
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
企
画
に
は
、
ぐ
ん
ま
里
山
学
校
の
不
登
校
を
含

む
児
童
生
徒
15
名
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

学
生
は
、
こ
の
日
に
向
け
て
、
２
つ
の
活
動
を

準
備
し
ま
し
た
。
一
つ
は
、
ク
ラ
シ
エ
株
式
会
社

の
知
育
菓
子
を
活
用
し
た
探
究
学
習
の
授
業
の

企
画
で
す
。
一
つ
の
授
業
内
に
、
複
数
の
教
科
要

素（
国
語・算
数・理
科・社
会
な
ど
）を
組
み
込
み
、

思
考
力
や
判
断
力
を
高
め
る
活
動
ベ
ー
ス
の
授

業
を
考
案
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
お
菓
子

で
実
験
を
し
、
食
べ
な
が
ら
考
え
、
大
学
生
と
議

論
を
交
わ
し
ま
し
た
。
普
段
、
学
校
で
の
授
業
を

受
け
て
な
い
子
ど
も
は
、「
45
分
の
授
業
に
参
加

で
き
た
こ
と
が
自
信
に
繋
が
っ
た
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
二
つ
目
は
、
大
学
内
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

で
す
。
大
学
の
食
堂
で
ラ
ン
チ
を
体
験
し
た
後
、

大
学
図
書
館
、
体
育
館
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
、
陸
上

ト
ラ
ッ
ク
、
部
室
棟
な
ど
を
め
ぐ
り
な
が
ら
、
ク

イ
ズ
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
挑
戦
し
ま
し
た
。「
陸
上

ト
ラ
ッ
ク
を
初
め
て
走
る
」
と
い
う
子
は
、
大
学

生
と
全
力
で
競
争
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

不
登
校
を
含
む
子
ど
も
達
に
と
っ
て
、
大
学
生

は
「
自
分
よ
り
少
し
先
を
生
き
て
い
る
人
」
で
あ

り
、
自
分
の
将
来
を
現
実
的
に
想
像
す
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
大
学
生
の
自
由
な
雰
囲

気
、
同
じ
学
校
で
も
小
中
学
校
と
は
全
く
違
う

空
気
が
流
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
い
ろ
い
ろ
な

道
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
肌
で
感
じ
、
最
後
に
は
皆

と
て
も
い
い
表
情
で
帰
っ
て
行
っ
た
こ
と
が
印
象

的
で
し
た
。

　

本
学
に
県
内
初
と
な
る
農
学
部
が
設
置
さ
れ

て
か
ら
、
早
い
も
の
で
丸
7
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
設
置
当
初
は
手
探
り
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た

が
、
認
知
度
の
低
か
っ
た
本
学
部
も
教
職
員
の

皆
様
の
ご
努
力
の
お
か
げ
で
、
現
在
で
は
近
隣

の
み
な
ら
ず
遠
方
の
高
校
か
ら
も
認
知
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

高
校
か
ら
の
出
前
授
業
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
依

頼
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
令
和
7
年
度
で
は

30
校
を
超
え
る
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
範

囲
は
群
馬
県
内
や
近
県
に
と
ど
ま
ら
ず
、
新
潟

県
や
宮
城
県
な
ど
広
域
に
わ
た
っ
て
お
り
、
本

学
部
へ
の
期
待
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

出
前
授
業
で
は
、
各
教
員
の
研
究
テ
ー
マ
を

ま
と
め
た
資
料
を
作
成
し
、
生
徒
の
興
味
に
合

わ
せ
た
柔
軟
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
最
近
の
ト
レ
ン
ド
で
あ
る
「
学
問

系
統
分
野
別
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
で
は
、
単
な
る
大

学
の
P
R
だ
け
で
な
く
、
農
学
部
の
学
び
の
特

徴
・
や
り
が
い
、
そ
し
て
将
来
ど
の
よ
う
な
職

業
に
つ
な
が
る
か
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、

動
画
を
含
め
た
資
料
の
作
成
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
積
極
的
な
試
み
と
し
て
、
座
学
だ
け

で
な
く
「
模
擬
実
験
授
業
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
本
学
に
来
て
い
た
だ
く
以
外
に
も
、
実
験

試
料
や
機
材
を
高
校
へ
直
接
持
ち
込
む
出
張
模

擬
実
験
授
業
の
依
頼
も
受
け
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
群
馬
県
立
太
田
高
等
学
校
、
新
潟
県
立

六
日
町
高
等
学
校
、
佐
久
長
聖
高
等
学
校
な
ど

で
実
施
し
ま
し
た
。
実
験
試
料
の
準
備
や
機
材

の
運
搬
な
ど
決
し
て
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
大
変
評
判
も
良
く
、
生
き
生
き
と
実
験
に

取
り
組
む
生
徒
達
の
姿
は
、
私
た
ち
の
大
き
な

原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
下
の
写
真
は
辻
先

生
に
よ
る「
醤
油
の
官
能
検
査
」の
様
子
で
す
。

種
類
の
異
な
る
醤
油
の
塩
味
や
旨
味
な
ど
を
調

べ
る
実
験
で
、
興
味
津
々
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
今
後
も
入
試
広
報
セ
ン
タ
ー
の
方
々
と

密
に
連
携
し
、
積
極
的
な
広
報
活
動
を
展
開
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

村
田

　美
和

４
年
生
の
授
業 

× 

ぐ
ん
ま
里
山
学
校 

交
流
学
習

子
ど
も
教
育
学
科　

准
教
授

学科
Topics

0808

外
山

　吉
治

「
知
っ
て
ほ
し
い
、私
た
ち
の
学
び
。」

生
物
生
産
学
科
の
広
報
活
動
レ
ポ
ー
ト

生
物
生
産
学
科　

教
授

▲③-1授乳支援　抱き方 ▲③-2げっぷのさせ方

▲大会後の集合写真 ▲車いすバスケットボール大会
　の様子

▲地域の車いすスポーツクラブ支援の様子 ▲車いすスポーツ体験教室の様子

▲①新生児の聴診
▲クリスマスツリーの前で記念写真を
　パシャリ！

▲学部長から修了証が渡されました

▲食べられるスライム実験！

▲発酵食品である醤油についての模擬授業

▲醤油の官能検査その２

▲醤油の官能検査その１

▲醤油の官能検査の結果

▲ウォークラリーにいざ出発！

▲学食で交流ランチ！
　大学生の日常をよーく観察！

▲大学生と勉強する子どもたち

▲お菓子の化石を発掘しながら調べ学習

▲大学生がまずは自己紹介！

最後、注意の印外す！！
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Takasaki University of Health and Welfare Department Topics トピックス学科

学科
Topics

0505
　

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
看
護
学
で
は
、

思
春
期
か
ら
老
年
期
ま
で
の
女
性
と
そ
の
パ
ー

ト
ナ
ー
、乳
児
を
育
て
る
家
族
、そ
れ
ら
の
人
々

が
生
活
す
る
地
域
社
会
を
対
象
と
し
て
、『
性

と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利
（
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
）』
の
視
点
か
ら
看

護
を
学
び
ま
す
。

　

2
年
次
後
期
の
演
習
で
は
、
妊
婦
・
出
産
後

の
女
性
・
新
生
児
の
模
擬
事
例
を
用
い
て
観
察
・

ケ
ア
に
必
要
な
知
識
・
技
術
を
学
ん
で
お
り
、

12
月
に
3
つ
の
実
技
演
習
を
行
い
ま
し
た
（
写

真
は
①
と
③
で
す
）。　

①
新
生
児
の
呼
吸
・
心
拍
を
観
察
す
る
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
や
新
生
児
モ
デ
ル
を
用
い
、
呼
吸

と
心
拍
、
黄
疸
、
体
重
の
観
察
技
術
を
学
び

ま
し
た
。
新
生
児
の
心
拍
数
は
新
生
児
用
の

聴
診
器
に
よ
り
1
分
間
カ
ウ
ン
ト
し
ま
す
。

正
常
値
（
1
1
0
‒1
6
0
／
分
）
の
知
識

は
あ
っ
て
も
、「
速
く
て
途
中
で
分
か
ら
な

く
な
る
」
と
の
声
も
聞
か
れ
、
真
剣
な
表
情

で
聴
診
を
行
う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

②
産
後
早
期
に
お
け
る
子
宮
の
回
復
に
つ
い

て
、モ
デ
ル
人
形
を
用
い
て
観
察
し
ま
し
た
。

③
母
子
が
快
適
で
効
果
的
・
安
全
に
授
乳
す
る

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
習
し
ま
し
た
。

　

少
子
化
に
伴
い
、
実
習
で
産
後
の
母
子
に
関

わ
れ
る
機
会
が
限
ら
れ
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
た
演
習
を
通
し

て
学
生
が
観
察
・
ケ
ア
技
術
を
学
び
、
適
切
に

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
看
護
実
践
能
力
を
修

得
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

理
学
療
法
学
科
で
は
、
令
和
8
年
度
入
学
生

か
ら
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
合
わ
せ
、
日
本
パ

ラ
ス
ポ
ー
ツ
協
会
が
認
定
す
る
『
初
級
パ
ラ
ス

ポ
ー
ツ
指
導
員
養
成
コ
ー
ス
』を
開
講
し
ま
す
。

本
コ
ー
ス
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
安
心
・

安
全
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
の
健
康
管
理

や
安
全
管
理
、
指
導
の
基
礎
に
つ
い
て
、
実
践

経
験
が
豊
富
な
教
員
か
ら
体
系
的
に
学
び
ま

す
。

　

学
内
で
の
学
び
に
と
ど
ま
ら
ず
地
域
と
連
携

し
た
実
践
の
場
と
し
て
、
理
学
療
法
学
科
の
学

生
が
主
体
と
な
り
令
和
7
年
5
月
に
立
ち
上

が
っ
た
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
の
活
動
を
紹

介
し
ま
す
。
現
在
21
名
が
在
籍
し
、
車
い
す
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
テ
ニ
ス
、
ピ
ッ
ク
ル
ボ
ー

ル
な
ど
多
様
な
種
目
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
り
、

参
加
者
の
特
性
に
応
じ
て
誰
も
が
楽
し
め
る

ル
ー
ル
を
考
え
な
が
ら
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
魅

力
を
探
究
し
て
い
ま
す
。活
動
の
一
環
と
し
て
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
車
い
す
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
サ
ポ
ー
ト
や
、
パ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
体
験
教
室
の
運
営
補
助
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
昨
年
末
に
は
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
を
開
催
し
、
参
加
者
全
員
が
一
体
と

な
っ
て
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

障
が
い
の
有
無
や
年
齢
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も

が
本
気
で
楽
し
み
、
支
え
合
え
る
パ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
の
実
践
を
通
し
て
、
初
級
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
指

導
者
養
成
コ
ー
ス
で
は
、
指
導
の
基
礎
を
確
実

に
身
に
つ
け
、
W
e
l
l
‒b
e
i
n
g
な
地

域
社
会
の
実
現
に
貢
献
で
き
る
理
学
療
法
士
の

育
成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

寺
口

　顕
子

産
後
の
母
子
の
観
察
・
ケ
ア
技
術
演
習

「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
看
護
学
演
習
」紹
介

看
護
学
科　

教
授

学科
Topics

0606

高
橋

　裕
子

理
学
療
法
学
科
に
て
初
級
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

養
成
コ
ー
ス
が
始
ま
り
ま
す

理
学
療
法
学
科　

助
教

学科
Topics

0707
　

子
ど
も
教
育
学
科
の
授
業
「
病
弱
児
教
育
演

習
（
4 
年
生
対
象
）」
の
学
修
成
果
の
集
大
成
と

し
て
、
学
生
が
こ
れ
ま
で
に
学
ん
だ
専
門
知
識
と

技
術
を
活
か
し
、
活
動
を
ベ
ー
ス
と
し
た
授
業
を

自
ら
企
画
・
構
成
し
、
実
践
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
交
流
授
業
が
12
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
企
画
に
は
、
ぐ
ん
ま
里
山
学
校
の
不
登
校
を
含

む
児
童
生
徒
15
名
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

学
生
は
、
こ
の
日
に
向
け
て
、
２
つ
の
活
動
を

準
備
し
ま
し
た
。
一
つ
は
、
ク
ラ
シ
エ
株
式
会
社

の
知
育
菓
子
を
活
用
し
た
探
究
学
習
の
授
業
の

企
画
で
す
。
一
つ
の
授
業
内
に
、
複
数
の
教
科
要

素（
国
語・算
数・理
科・社
会
な
ど
）を
組
み
込
み
、

思
考
力
や
判
断
力
を
高
め
る
活
動
ベ
ー
ス
の
授

業
を
考
案
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
お
菓
子

で
実
験
を
し
、
食
べ
な
が
ら
考
え
、
大
学
生
と
議

論
を
交
わ
し
ま
し
た
。
普
段
、
学
校
で
の
授
業
を

受
け
て
な
い
子
ど
も
は
、「
45
分
の
授
業
に
参
加

で
き
た
こ
と
が
自
信
に
繋
が
っ
た
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
二
つ
目
は
、
大
学
内
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

で
す
。
大
学
の
食
堂
で
ラ
ン
チ
を
体
験
し
た
後
、

大
学
図
書
館
、
体
育
館
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
、
陸
上

ト
ラ
ッ
ク
、
部
室
棟
な
ど
を
め
ぐ
り
な
が
ら
、
ク

イ
ズ
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
挑
戦
し
ま
し
た
。「
陸
上

ト
ラ
ッ
ク
を
初
め
て
走
る
」
と
い
う
子
は
、
大
学

生
と
全
力
で
競
争
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

不
登
校
を
含
む
子
ど
も
達
に
と
っ
て
、
大
学
生

は
「
自
分
よ
り
少
し
先
を
生
き
て
い
る
人
」
で
あ

り
、
自
分
の
将
来
を
現
実
的
に
想
像
す
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
大
学
生
の
自
由
な
雰
囲

気
、
同
じ
学
校
で
も
小
中
学
校
と
は
全
く
違
う

空
気
が
流
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
い
ろ
い
ろ
な

道
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
肌
で
感
じ
、
最
後
に
は
皆

と
て
も
い
い
表
情
で
帰
っ
て
行
っ
た
こ
と
が
印
象

的
で
し
た
。

　

本
学
に
県
内
初
と
な
る
農
学
部
が
設
置
さ
れ

て
か
ら
、
早
い
も
の
で
丸
7
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
設
置
当
初
は
手
探
り
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た

が
、
認
知
度
の
低
か
っ
た
本
学
部
も
教
職
員
の

皆
様
の
ご
努
力
の
お
か
げ
で
、
現
在
で
は
近
隣

の
み
な
ら
ず
遠
方
の
高
校
か
ら
も
認
知
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

高
校
か
ら
の
出
前
授
業
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
依

頼
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
令
和
7
年
度
で
は

30
校
を
超
え
る
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
範

囲
は
群
馬
県
内
や
近
県
に
と
ど
ま
ら
ず
、
新
潟

県
や
宮
城
県
な
ど
広
域
に
わ
た
っ
て
お
り
、
本

学
部
へ
の
期
待
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

出
前
授
業
で
は
、
各
教
員
の
研
究
テ
ー
マ
を

ま
と
め
た
資
料
を
作
成
し
、
生
徒
の
興
味
に
合

わ
せ
た
柔
軟
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
最
近
の
ト
レ
ン
ド
で
あ
る
「
学
問

系
統
分
野
別
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
で
は
、
単
な
る
大

学
の
P
R
だ
け
で
な
く
、
農
学
部
の
学
び
の
特

徴
・
や
り
が
い
、
そ
し
て
将
来
ど
の
よ
う
な
職

業
に
つ
な
が
る
か
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、

動
画
を
含
め
た
資
料
の
作
成
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
積
極
的
な
試
み
と
し
て
、
座
学
だ
け

で
な
く
「
模
擬
実
験
授
業
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
本
学
に
来
て
い
た
だ
く
以
外
に
も
、
実
験

試
料
や
機
材
を
高
校
へ
直
接
持
ち
込
む
出
張
模

擬
実
験
授
業
の
依
頼
も
受
け
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
群
馬
県
立
太
田
高
等
学
校
、
新
潟
県
立

六
日
町
高
等
学
校
、
佐
久
長
聖
高
等
学
校
な
ど

で
実
施
し
ま
し
た
。
実
験
試
料
の
準
備
や
機
材

の
運
搬
な
ど
決
し
て
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
大
変
評
判
も
良
く
、
生
き
生
き
と
実
験
に

取
り
組
む
生
徒
達
の
姿
は
、
私
た
ち
の
大
き
な

原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
下
の
写
真
は
辻
先

生
に
よ
る「
醤
油
の
官
能
検
査
」の
様
子
で
す
。

種
類
の
異
な
る
醤
油
の
塩
味
や
旨
味
な
ど
を
調

べ
る
実
験
で
、
興
味
津
々
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
今
後
も
入
試
広
報
セ
ン
タ
ー
の
方
々
と

密
に
連
携
し
、
積
極
的
な
広
報
活
動
を
展
開
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

村
田

　美
和

４
年
生
の
授
業 

× 

ぐ
ん
ま
里
山
学
校 

交
流
学
習

子
ど
も
教
育
学
科　

准
教
授

学科
Topics

0808

外
山

　吉
治

「
知
っ
て
ほ
し
い
、私
た
ち
の
学
び
。」

生
物
生
産
学
科
の
広
報
活
動
レ
ポ
ー
ト

生
物
生
産
学
科　

教
授

▲③-1授乳支援　抱き方 ▲③-2げっぷのさせ方

▲大会後の集合写真 ▲車いすバスケットボール大会
　の様子

▲地域の車いすスポーツクラブ支援の様子 ▲車いすスポーツ体験教室の様子

▲①新生児の聴診
▲クリスマスツリーの前で記念写真を
　パシャリ！

▲学部長から修了証が渡されました

▲食べられるスライム実験！

▲発酵食品である醤油についての模擬授業

▲醤油の官能検査その２

▲醤油の官能検査その１

▲醤油の官能検査の結果

▲ウォークラリーにいざ出発！

▲学食で交流ランチ！
　大学生の日常をよーく観察！

▲大学生と勉強する子どもたち
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3 月 19 日に学位記授与式を挙行いたしました。3月 19 日に学位記授与式を挙行いたしました。

ご 卒 業 お め で と う ご ざ い ま すご 卒 業 お め で と う ご ざ い ま す

学 位 記 授 与 式
高崎健康福祉大学・大学院

学 位 記 授 与 式
高崎健康福祉大学・大学院

令和７年度

 Congratulations on getting into your new life！！

● 卒業者・修了者数
令和７年９月 30日修了

令和８年 3月２日卒業・修了

学部・研究科 学科・専攻 卒業・修了者数

学部・研究科 学科・専攻 卒業・修了者数

薬学研究科

健康福祉学研究科
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農学研究科

健康福祉学部

薬学部

保健医療学部

人間発達学部

農学部

保健福祉学専攻　博士前期課程

食品栄養学専攻　博士後期課程

論文提出による博士（薬学）

看護学専攻　修士課程（看護学分野）
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論文提出による博士（薬学）

1名

3名

3名

1名

5名

3名

6名

1名

81名

86 名

95 名

72 名

99 名

48 名

94 名

79 名

677 名

1名

合 　 　 　 計
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子ども・家族支援センターの目的と活動の紹介子ども・家族支援センターの目的と活動の紹介
8号館1F　子ども・家族支援センター
地域における子ども・家族支援及び地域住民のための健康維持、促進を図ることを目的としています。

○本センターの4つの機能
①地域住民への直接的な健康支援
・地域における専門スタッフとの連携を強化し、子育て支援を広げるため、地域住民を対象とした相談窓口を設置しています。0
歳児から未就園児を育てる母親の育児不安の解消に取り組むとともに、重度の障害児をもつ保護者への支援にも貢献しています。
②高度な専門職研修
・専門職（保育士、幼稚園教諭、保育教諭）や学校関係者（学校長、クラス担任、支援級教員、養護教諭）、社会福祉法人の施設
職員を対象とした職場研修を実施しています。 また、保育所や小学校・中学校を訪問し、障害児への理解や対応に関する支援を
行うことで、専門職の知識と技術の向上に貢献しています。
③研究の推進と公開
・学内外の専門職との連携を促進し、地域の健康支援に向けた活動の実践と研究を行っています。
④地域支援に貢献できる専門職や研究者の養成
・大学院生や学生を対象にした教育の場と併せ、学科を超えた研究者や教育者の係わりにも貢献しています。

○2025(令和7)年度の活動について
　5月21日・22日に「療育指導が必要な親子ふれあい教室」参加親子23組と、「親子ふれあい教室」参加親子13組、計36組が農
学部のグリーンハウスを訪れ、いちご狩りを楽しみました。特に「療育指導が必要な親子ふれあい教室」の参加者にとっては、い
ちごを摘む体験自体が初めてであり、車いすから手を伸ばしていちごを採ることができました。この活動には、農学部生物生産学
科の山崎篤教授・石神靖弘准教授、保健医療学部理学療法学科の正木光裕教授、保健医療学部看護学科の堀越摂子准教授・飯
嶋友美講師、人間発達学部子ども教育学科の千葉千恵美教授・堀田椋助教、大塚真理保育士にご協力いただきました。
　「療育指導が必要な親子ふれあい教室」は、月に1回、火曜日の2限目（10時45分～12時15分）に実施しており、障害のある子ど
もとその保護者に参加していただきました。活動には、支援センターのスタッフに加え、人間発達学部子ども教育学科の小竹利
夫教授と堀田椋助教が携わり、子どもたちと一緒に遊びながら支援を行いました。
　また「親子ふれあい教室・自由遊び」は、毎週木曜日の2限目（10時45分～12時15分）に実施しました。この活動は、新たな出
会いの場を提供し、母親を孤独にしないことを主な目的として支援を行いました。
　7月には天候に恵まれ、8号館3階の天空ガーデンにビニールプールを設置し、プール遊びを楽しむことができました。水しぶき
を上げながら、汚れを気にせず存分に遊ぶことができました。
　また、外部講師を招き「フラダンス教室」「リトミック教室」「ベビーマッサージ講座」「ピラティス講座」などを開講しました。
友人と一緒に参加できるこれらの講座は、保護者にとってリラックスできる時間となり、交流の場としても役立ちました。
　支援センターの活動と教育については、人間発達学部子ども教育学科 保育・教育コース3年生の「保育方法論」履修学生が支
援センターの活動に参加し、子育て支援を体験しました。地域貢献と併せて、教育・研究に向けた支援活動を行いました。

人間発達学部子ども教育学科　准教授　松田　幸子

令和７（2025）年度
高崎健康福祉大学公開講座を開催しました

　令和 8年 2月 8日（日）に、令和7（2025）年度高崎健康福祉大学公開講座を開催しました。今年度は、近年の在
留外国人の増加にともなう多文化化をうけて、「学校の中の多文化共生」をテーマとし、学校教育が外国にルーツのあ
る児童生徒とどのように関わり、多文化共生を目指していくべきかについて考えました。
　第 1 部では、現在全国でもっとも外国籍の住民が多い町村である群馬県邑楽郡大泉町での取組を中心に、3 名の講
師の方からお話をうかがいました。講演１では、平野勇パウロ氏（株式会社アルテソルーション 代表取締役）から「多
文化共生とアイデンティティ」の演題で、日系ブラジル人 3 世として 10 歳の時に来日し、大泉町の小中学校で直面
した疎外感や、その後ブラジル人としてのルーツを意識するようになった経験をお話しいただきました。講演2では、
岡田健児氏（大泉町教育委員会 教育指導課長）が「外国籍児童生徒等教育充実に向けた取組について」という演目で、
実際の大泉町の外国籍児童生徒に対する教育実践をお話しくださいました。外国にルーツのある児童生徒が、大泉町
の小中学校に転校する前の準備段階で通うプレ教室や、入学後の指導を担う外国人子女教育コーディネーター等、教
育現場の多様化に対応する大泉町の実践について理解を深めることができました。さらに講演3では、岡本拡子氏（高
崎健康福祉大学人間発達学部子ども教育学科 学科長）に「大泉町の学習支援と多文化共生の課題」という演目で、昨
年度実施された大泉町「子どもの生活」実態調査の結果と、平成 28（2016）年から続けている生活・学習支援での
活動について話題を提供していただきました。
　第 2 部のパネルディスカッションには、外国にルーツがあり、来年度から群馬県の教員となるメムド アイシャさん
（人間発達学部子ども教育学科4年）に加わっていただき、3名の講師の方とともに、参加者との質疑応答を行いました。
議論の中で、外国にルーツのある子どもにかかわる学校教育の課題に対するひとつの対応策として、互いの文化的背
景・アイデンティティを尊重しつつ、対話を続けていくことがあげられました。
　前日からの降雪というあいにくの悪天候ではありましたが、23 名の方にご参加いただき、学校と多文化共生という
テーマについて、活発な意見交換を行うことができました。今後ますます多様化が進む地域の学校教育にかかわる大
学として、引き続き同様の課題に取り組んでいきたいと思います。

講演1 平野勇パウロ氏 講演２　岡田健児氏

講演３　岡本拡子学科長 パネルディスカッション
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第98回日本学生氷上競技選手権大会の競技結果

 1日目
男子500m 4位　阿部春琉斗   6位　藤中　秀斗   9位　横沢　太希
男子1500m 4位　小坂　陽汰 11位　三井　翔太 14位　市場　翔太
男子10000m 2位　市場　椋也 19位　小野寺　昴 20位　船場　充嵩
女子500m 2位　小野寺日菜   2位　阿良　美希   8位　水戸　咲良
女子1500m 2位　奥秋　智佳   3位　畠山　雪菜   4位　下村　璃々

 2日目
男子1000ｍ  3位　市場　翔太   6位　藤中　秀斗
男子5000ｍ 5位　市場　椋也 12位　佐藤　真翔 20位　船場　充嵩
女子1000ｍ 1位　阿良　美希   2位　下村　璃  々   4位　水戸　咲良
女子3000ｍ 5位　畠山　雪菜   6位　重堂　沙姫   8位　奥秋　智佳

 3日目
男子2000ｍリレー 2位 ( 熊谷宗一郎・横沢太希・藤中秀斗・阿部春琉斗)
男子チームパシュート 4位 ( 市場椋也・佐藤真翔・小坂陽汰)
女子2000ｍリレー 優勝 ( 小野寺日菜・今井柊嘉・阿良美希・水戸咲良)
女子チームパシュート 優勝 ( 畠山雪菜・奥秋智佳・重堂沙姫)

 学校対抗
女子　　　　　　　　　　　　　　　　　　  男子
1位　高崎健康福祉大学　164点　　　　　　1位　専修大学　　　　　　213点
2位　日本体育大学　　　  96点　　　　　　2位　高崎健康福祉大学　　135点
3位　大東文化大学　　　  63点　　　　　　3位　日本体育大学　　　　111点

〇第98回日本学生氷上競技選手権大会(インカレ)
　年明けに開催されたインカレでは、女子総合優勝(1年ぶり8回目)を果たしました。大会2連覇がかかった前回大会では、入賞する活躍はあっ
たものの総合優勝ができず悔しい思いをしました。今年はその悔しさを胸に、春から「総合優勝」を目標にトレーニングに励んできました。本
番では、女子1000ｍで4年生の阿良美希(医療情報学科)が1位、下村璃々 (医療情報学科)が2位、水戸咲良(医療情報学科)が4位、女子500ｍで
は小野寺日菜(子ども教育学科)が2位になるなど、4年生が表彰台に上がる活躍をみせ後輩たちを引っ張ってくれました。また、最終日の団体種
目では、女子2000ｍリレー、チームパシュートともに1位になり圧倒的勝利を収めることができました。女子は出場した全員が入賞し、第89回
(2017年)に高崎健康福祉大学が出した女子総合得点157点を超え、過去最高の164点で総合優勝をすることができました。男子も多くの選手が
入賞しましたが、表彰台の1番上は誰もとることができず、専修大学に続いて2位という結果でした。来年は、1人でも多くの選手が表彰台の1番
上にいけるようにチーム全体でトレーニングに励んでいきたいと思います。

〇第25回オリンピック冬季競技大会 ミラノ・コルティナダンペッツォ
　オリンピックシーズンが始まり、12月末に開催された第93回全日本スピードスケート選手権大会(オリンピック選考会)では、新濱立也(本学
職員)が男子500ｍに出場し、34秒40で2位となりオリンピック代表選手に選ばれました。また、卒業生の佐藤綾乃選手(子ども教育学科卒 現：
ＡＮＡ)と山田和哉選手(医療情報学科卒 現：ウェルネット)も代表選手に選ばれ、新濱立也は2大会連続、佐藤綾乃選手は3大会連続、山田和哉
選手は初のオリンピック出場となりました。今シーズンからナショナルチームで活動している廣瀬勇太(医療情報3年)は、惜しくも代表選手に
は選ばれませんでしたが、ワールドカップ全戦に出場し第4戦のノルウェー ハーマル大会では、男子500ｍで3位になるなど世界の舞台で安定
した滑りを見せてくれました。4年後の冬季オリンピック出場を目指して、まだまだ頑張ってほしいと思います。
　オリンピックでは、男子500ｍで新濱立也が日本勢トップタイムの34秒466で全体
6位入賞となりました。前回大会ではメダルが期待されている中で、力を発揮できず
に終わってしまい、この4年間はその悔しさを胸にオリンピックでメダルを獲得する
ことを目標に掲げトレーニングに励んできました。腰椎骨折や交通事故など怪我も多
く選手生命も危ぶまれたこともありましたが、こうして日本のエースとして戻ってき
てくれたことに新濱立也の強さを感じました。
　佐藤綾乃選手は、女子団体パシュートで3位になり、同種目では3大会連続のメダ
ル獲得となりました。また、山田和哉選手は、男子団体パシュートで8位になりました。
大学ではパブリックビューイングが開催され、深夜帯にも関わらず多くの大学職員と
スケート部員で日本から応援しました。卒業生によるメダル獲得の瞬間を見ることが
でき、多くの選手が刺激をもらうことができました。応援される選手を目指して、結
果で恩返しができるように頑張ります。

男子剣道部　女子剣道部
02

　男子剣道部・女子剣道部は、「全日本学生剣道優勝大会」「全日本女子学生剣道優勝大会」（全日）への出場を目標に、日々稽古に励んでいます。
　これまで、全日まであと一歩というところで勝ちきれない試合が続き、悔しい思いをしてきました。その悔しさを糧に、限られた練習時間の
中でも互いに切磋琢磨しながら稽古に取り組んでいます。また、日々の稽古だけでなく夏合宿や練習試合を通して実戦経験を積み、課題の発見
と克服に努めることで、個人の成長とチーム力の向上を目指しています。
　今年度は、全日初出場を目指し、稽古の中で課題を共有しながら、日々の稽古に真摯に向き合っています。また、稽古中の声かけやコミュニ
ケーションを大切にし、チームとしての一体感を高めることで、目標達成に向けて部員一丸となって取り組んでいます。
全日出場という目標の実現に向け、部員一同、日々努力を重ねてまいります。今後とも温かいご声援をよろしくお願いいたします。

○主な活動スケジュール
04月　　全日本都道府県対抗剣道優勝大会
05月　　関東学生剣道選手権大会　関東女子学生剣道選手権大会
06月　　全日本学生剣道選手権大会　全日本女子学生剣道選手権大会
08月　　夏合宿
09月　　関東学生剣道優勝大会　関東女子学生剣道優勝大会
10月　　全日本学生剣道優勝大会　東都学生剣道優勝大会
　　　　国民スポーツ大会
11月　　全日本女子学生剣道優勝大会　
　　　　関東学生剣道新人戦大会　関東女子学生剣道新人戦大会
　　　　全日本剣道選手権大会　全日本女子剣道選手権大会
12月　　全日本学生剣道オープン大会
03月　　群馬三大学対抗戦

03
準硬式野球部

　「準硬」という言葉をご存知ない方も多いと思います。これは「準硬式野球」を略した呼び方であり、準硬式とは「軟式」でも「硬式」でもない、
あまり馴染みのない言葉だと思います。しかし、全日本準硬式野球連盟には現在で約270校、約1万人もの選手が加盟しています。
　なぜ軟式でも硬式でもない『準硬式野球』を選ぶのか？それは選手自身が自主性を養い、学業と両立できるからです。準硬では、学生が
大会運営や采配までも主体的に実施するなど、選手たち自身で考えて動くことを重要視しています。その中で養われた自主性は、プライベ
ートだけではなく学業の面でも自ら考え、行動することに繋がっています。
　本学準硬式野球部は自主性と学業この２つを基盤として活動を行い、全国大会への出場も果たすことができています。しかしながら、上
位大会では納得のいく成果を収めることはできていません。そこで、本年も選手・監督・マネージャー全員で一丸となり、練習に励み好成
績を収めていきたいと考えておりますので、ご声援の程、どうぞよろしくお願い致します。

星野來空（生物生産学科4年）星野來空（生物生産学科4年） 木村将彪（医療情報学科2年）木村将彪（医療情報学科2年）

過去の
活動実績

主な
活動内容
（年間）

2月

3月

4～6月

7月

8月

9～11月

春季合宿

関東選手権大会

春季リーグ戦

JUNKOオールスター（大会）

夏季合宿

秋季リーグ戦　　

女子剣道部主将　狩野紗也花　4年　子ども教育学科 （明和県央高校出身）
男子剣道部主将　竹内　祐翔　4年　社会福祉学科 （東京学館新潟高校出身）

令和７年度

令和６年度

令和５年度

秋季リーグ戦
春季リーグ戦

地区2位 リーグ3位 
地区1位 リーグ3位 

秋季リーグ戦
清瀬杯全日本大学選抜準硬式野球大会出場
春季リーグ戦
秋季リーグ戦
春季リーグ戦

地区1位 リーグ優勝

地区1位 リーグ準優勝
地区2位 リーグ優勝
地区1位 リーグ準優勝

全日本9ブロック対抗　準硬式野球大会
関東選抜が優勝（日本一）（木村将彪：医療情報学科2年）
関東選抜オーストラリア遠征（本学2名選出）
（星野來空：生物生産学科4年）（永井華道：医療情報学科2年）
（プロチーム：アデレード・ジャイアンツと対戦）

女子総合優勝女子総合優勝

男子2000mリレー男子2000mリレー

新濱立也 オリンピックでの様子新濱立也 オリンピックでの様子
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女子剣道部主将　狩野紗也花　4年　子ども教育学科 （明和県央高校出身）
男子剣道部主将　竹内　祐翔　4年　社会福祉学科 （東京学館新潟高校出身）

令和７年度

令和６年度

令和５年度

秋季リーグ戦
春季リーグ戦

地区2位 リーグ3位 
地区1位 リーグ3位 

秋季リーグ戦
清瀬杯全日本大学選抜準硬式野球大会出場
春季リーグ戦
秋季リーグ戦
春季リーグ戦

地区1位 リーグ優勝

地区1位 リーグ準優勝
地区2位 リーグ優勝
地区1位 リーグ準優勝

全日本9ブロック対抗　準硬式野球大会
関東選抜が優勝（日本一）（木村将彪：医療情報学科2年）
関東選抜オーストラリア遠征（本学2名選出）
（星野來空：生物生産学科4年）（永井華道：医療情報学科2年）
（プロチーム：アデレード・ジャイアンツと対戦）

女子総合優勝女子総合優勝

男子2000mリレー男子2000mリレー

新濱立也 オリンピックでの様子新濱立也 オリンピックでの様子
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05
　この4月、人間発達学部心理学科は心理学の基礎から応用・実践までを体系的に学
べる学科としてスタートしました。公認心理師養成を柱の一つに据え、心の仕組み
を科学的に理解することを基盤に、幅広い分野で求められる専門性と実践力を併せ
持つ人材の育成を目指しています。
　新校舎には、体験的に心の理解を深めるための心理学実験室が整備されます。ま
た、地域の方を対象とした附属相談室の開設も予定されています。
　心理学科における学びと研究を、本学で養成している他の専門職と連携しながら
地域貢献へとつなげていきます。

Well-being社会の実現とアドバンスト・エッセンシャルワーカーの育成
－AI時代を切り拓く「対人支援」のプロへ－
Well-being社会の実現とアドバンスト・エッセンシャルワーカーの育成
－AI時代を切り拓く「対人支援」のプロへ－

高崎健康福祉大学 石田　朋靖 Tomoyasu Ishida学長

活動実績
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バドミントン部

2026年4月心理学科開設

　バドミントン部は、全日本学生選手権大会（インカレ）への出場および関東学生リーグ戦における1部リーグ昇格を目標に、日本全国
から部員が集い、日々練習とトレーニングに励んでいます。
　昨年度は部として掲げていた目標である、男女ともに2部リーグへの昇格を達成することができました。この成果をチーム全体の自信
とし、本年度もさらなる競技力向上と目標達成に向け、計画的かつ継続的な取り組みを行っていきます。
　また、地域貢献活動の一環として、近隣県の小学生から高校生までの代表選手と合同練習を行い、技術指導やアドバイスを行う機会を
いただきました。世代を超えた交流
を通じて、競技の楽しさやスポーツ
の価値を共有するとともに、部員自
身にとっても指導力や人間性を高め
る貴重な経験となりました。
　今後も競技活動だけでなく、地域
とのつながりを大切にしながら、学
業と競技の両立を図り、大学および
地域に貢献できる部活動を目指して
いきます。

1. 私たちが立っている「歴史の転換点」
　今日、私たちは歴史の大きな転換点に立っています。少子高齢化や
人口減少はもはや予測ではなく、いま現実として直面している課題で
す。これに呼応するように、生成AIをはじめとするデジタル技術は驚
異的なスピードで進化し、私たちの暮らし、働き方、そして学びのあ
り方を根底から変えつつあります。
　利便性が向上する一方で、社会システムには綻びが生じています。
とりわけ、人の生命と生活を支える医療・福祉・教育・食・農といっ
たエッセンシャルな領域では、担い手不足が深刻化するとともに、ニー
ズの多様化により業務の高度化・複雑化が急速に進んでいます。従来
の教育や訓練の枠組みだけでは、複雑に絡み合った現代社会の課題に
十分に対応することは困難になってきました。
　不確実性が高まる時代において、本学が果たすべき役割は、単なる
知識や資格の付与にとどまりません。現場の痛みを知り、他者の課題
に主体的に向き合い、新たな解を導き出せる人材を育成することこそ
が、今まさに求められているのです。
2. 「Well-being（ウェルビーイング）」という共通のゴール
　本学が教育の中核に据えている理念、それが「Well-being社会の
実現」です。Well-beingとは、単に病気ではない状態を指すのでは
ありません。個々人が身体的、精神的、そして社会的に満たされ、自
分らしく生きる喜びを実感できている状態を意味します。
　それは個人の幸福にとどまらず、地域コミュニティの安定や社会の
持続可能性を支える重要な基盤です。「誰もが排除されることなく、
健やかに生きられる社会をいかに構築するか」---この問いへの答え
を模索することこそが、本学の教育研究の原動力です。
3. 「心・身体・社会」をトータルで支える学び
　本学は、これまで多角的な視点からWell-beingを追求してきまし
た。看護、理学療法、薬学、健康栄養、農学といった科学的知見に基
づいた「身体の健康」、社会福祉や子ども教育の実践を通じて支える「社
会の健康」、そしてそれらをデータの力で統合し実装する情報学の力
です。これらは人間が生きていくための重要な柱となります。
　一方で、近年ますます重要性を増しているのが「心の健康」です。
不安やストレス、孤立といった心理的課題は、あらゆる現場に深刻な
影を落としています。たとえ身体や環境が整っていても、心が満たさ

れなければ真のWell-beingは達成されません。　
　そこで本学は、新たに心理学科を設置しました。これにより「心・
身体・社会」を総合的に支える体制が整いました。心理学は特定の専
門職のためだけの学問ではありません。科学的手法で人を理解し、支
える英知は、すべての対人支援職に共通して求められる基礎的かつ不
可欠な素養なのです。
4. テクノロジーと人間の「真の共生」
　さて、これからの社会においてはAIやICTとの共生は避けて通れま
せん。現場の効率化や高度なデータ分析を進めるには、デジタル技術
は不可欠な存在です。しかし、どれほどAIが進化しても、対人支援の「中
核」を代替することはできません。
　相手の繊細な感情を読み取り、行動の背景にある文脈を理解し、寄
り添いながら最善の選択を模索し、その結果に責任を負う---こうし
た営みは、人間に固有の「知性」と「倫理性」に根ざしています。む
しろテクノロジーが普及するほど、信頼関係を築く力や心理的安全性
を保つ知見の価値は、相対的に高まっていくでしょう。
5. アドバンスト・エッセンシャルワーカー（AEW）の育成
　こうした考えに基づき、本学が育成を目指す人材像が「アドバンス
ト・エッセンシャルワーカー（AEW）」です。社会に不可欠な基幹分
野において高度な専門性を持ちつつ、AI・ICTを道具として主体的に
使いこなし、複雑化した現場の課題を解決できる、高度なレベルのプ
ロフェッショナルを指します。
　AEWは単なるルーチンワーカーではありません。人間の判断と倫
理を中核に据え、テクノロジーを「人の幸せ」へと結びつける変革の
担い手です。本学では、専門分野の枠を超えた「対人理解力」「協働力」
「Well-being志向」を体系的に育み、AEWの養成を進めていきます。
6. 未来に対する私たちの使命
　本学には、学科を越えた柔軟な学びや、分野横断的に課題に挑む多
職種連携教育（IPE）の伝統があります。私たちが養成するのは「AI
に代替される」ことを不安に思うような人材ではありません。幅広な
視野のもと「AIと共に、人間と社会の価値を最大化する」人材です。
　心理学的アプローチを一層充実させた今、Well-being社会を支え
るAEW人材を送り出し続けること。それこそが、本学が未来に対し
て果たすべき最も重要な教育的使命であると確信しています。

1 階エントランスイメージ

4階ホールイメージ

新校舎（6号館）外観

関東大学春季リーグ戦

関東学生選手権大会 Bブロック

国民体育大会群馬県予選会

関東大学秋季リーグ戦

全日本学生選手権大会（インカレ）

2部リーグ5位・新人賞受賞（女子）3部リーグ優勝・2部リーグ昇格（男子）

ダブルス優勝・シングルス3位入賞（女子）ダブルス準優勝・3位入賞・シングルス3位入賞（男子）

シングルス3位入賞・ダブルス3位入賞（女子）

シングルス優勝・準優勝・3位入賞、ダブルス準優勝・3位入賞（男子）ダブルス準優勝（女子）

2部リーグ6位（女子）2部リーグ3位入賞・敢闘賞受賞（男子）

シングルス出場（女子）ダブルス出場（女子）

TOPICS
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　今から50年程前、私は埼玉県の南東部から東京・武

蔵野にある中学校へ片道1時間半を電車で通学していま

した。スマホなどない時代でしたので通学中の電車内

ではひたすら本を読んでいました。トルストイ『戦争

と平和』、ユゴー『レ・ミゼラブル』、羅貫中『三国志

演義』など学校で推奨されていた“世界の名著”とい

われるものを読み漁ったものです。学生時代に形成さ

れた本を読む習慣（癖）、つまり本や文字（記号・数字）

から情報やヒトの心のありようなどを得る習慣は、そ

れからの自分の生きる基盤の一つになっています。ま

た、著者が語る言葉は、幾多の困難に出くわした時に

自身の生きる歯車をまわしてくれました。

【自分の決めた道から逃げない】
　大学生の頃はジャーナリストの本多勝一氏に傾倒し、

彼の書いた本はほとんど読みました。『しゃがむ姿勢は

カッコ悪いか』、『貧困なる精神』、『殺される側の論理』

など、お陰で社会的信条も中道よりやや左だと思いま

す。残念ながら氏は晩年、それまでの主張を一部覆し

変節してしまった。“声高に主義主張するヒトの変節ほ

どカッコ悪いことはない”と思いました。

　ある桂冠詩人の言葉に「一本の道がある。この道こ

そ僕が愛し決めた道だ。（中略）僕はこの道から絶対に

逃げない」と綴っています。他人や世間からの毀誉褒

貶に惑うことなく自身の決めた道を歩むことの価値を

教えてくれます。

【努力は夢中に勝てない】
　「研究」という作業は、ヒト一人が一生をかけて行う

のに値する仕事だと思っています。しかし、若い頃か

ら研究に対する才能やセンスのない私は他人と比べて

は溜息をついていました。大学院生の頃は“ディスポ

（使い捨て）の院生”と揶揄されたこともあった。何人

かの友人が大学を辞めていく中、私は辞める勇気もな

く悶々と研究を続けていました。そんな時、読んだ本

からの多くの言葉が、私の顔を上げ前を向かせてくれ

ました。編集者の箕輪厚介氏は「義務感で仕事をやっ

ている人間は、ヨダレを流しながら寝ることも忘れて

没入している人間には絶対勝つことはできない」と『死

ぬこと以外かすり傷』で語って

います。“辛いけど良い研究をし

よう”と努力してきた私にとっ

てこの言葉には驚愕しました。

“努力して研究する必要はない。

研究に夢中になりさえすればよ

いのだ”と目の前の霧が晴れて

いく様でした。

【苦悩を突き抜け歓喜に至れ】
　人生は間断なき選択と挑戦の連続です。様々な選択

があり、進むべき道を決めては挑戦していく。でも、時

には自分の力ではどうしようもない状況に置かれること

もあります。長男と次男が先天性疾患を抱えて生まれ

て来た時は、元来、楽観主義の私でも“人生はなんと

タフなのか”と天を仰ぎました。悲嘆に暮れながら思

い起こしたのは、20世紀を代表するフランスの作家、

ロマン・ロランが『ベートーベンの生涯』の中でベート

ーベンが高らかに謳った一節。「苦悩を突き抜け歓喜に

至れ」でした。作曲家・ピアニストであった彼にとって

28才で重度の難聴のため音が聴こえないということは、

どれほどの苦難だったろうか？それを乗り越えて彼が

至ったのが「交響曲第九番」。「第九」の初演は1824年。

200年の時間を超えて、絶望的な状況でも自らの宿命に

立ち向かえば必ず希望の朝に至ることをベートーベン

が身をもって示してくれているように感じます。

【LABOREMUS・ラボレムス】
　このように臆病者で能天気であった自分が思いもよ

らない境涯になれたのは、先賢の凄まじいまでの経験

とそこから絞り出された言葉を書物から知ることがで

きたからに他なりません。

　最後に「ラボレムス」。ラテン語で「さあ、仕事を続

けよう」という意味で、英国の著名な文明史家トイン

ビー博士の座右の銘です。彼は高齢になっても朝9時に

は机に向かって仕事を始めたという。シンプルだけど

博士の歴史研究に対する真摯な姿勢が伝わってくる深

い言葉です。私もそうでありたいと願い、拙文をお読

みいただいた方々に感謝しつつ筆をおきます。

巻頭
随筆 「言葉・生きる歯車をまわすもの」 健康栄養学科長　下

し も か わ

川 哲
の り あ き

昭
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執筆してくださった先生方には、【学生時代に熱中していたこと】 
または【現在の趣味・特技】を聞いてみました。必見！ 

　何かを始めようと意気込んでも、三日
坊主で終わってしまったという経験は誰
しもがあると思います。そんな経験から、

「自分は何かを続けることは苦手だ」と思
い込んでいる人にこそ、この本をおすすめしたいです。
　本書では、習慣化に必要なのは「意志の強さ」や「特別
な才能」ではなく、「原理やコツをつかむこと」だと語ら
れています。また、仕事、勉強、コミュニケーション、健
康など、さまざまな分野の100以上の習慣化テクニックが
紹介されています。例えば、「おでこを30秒間トントンす
る」だけで暴飲暴食を抑えられるなど、すぐに始められる
習慣もあります。紹介されている習慣がすべて、実際の研
究結果に基づいているのも面白い点です。
　本書は、「続けることが苦手な人」のための実用書とさ

れていますが、読みものとしても十分に楽しめる1冊だと
思います。また、勉強が続けられないと悩んでいる学生に
も是非1度読んでいただきたいです。

『科学的に証明された すごい習慣大百科』
	 堀田秀吾 著　　SBクリエイティブ　2025

健康福祉学部　医療情報学科
黒
くろ い わ

岩 祐
ゆ う き

樹

学生時代は料理が好きで、バイト先の飲食
店でもレシピを教わっていました。最近では、
YouTubeの料理動画を参考にしています。

　「誰かと競いたくない」―そう思う人
が増えている時代に、あえて「ライバル
はいるか？」と問いかけるこの本に思わ
ずどきっとさせられました。本書が扱う

のは、競争を避けがちな今の社会において、ライバルとは
なにか、そしてその存在が人の成長にどのようにかかわる
のかというテーマです。
　かつてスポーツに打ち込んでいた私自身、他者との競争
を経て、最終的には自分こそ最大のライバルだと考えるよ
うになりました。自分との戦いには負けることも多いので
すが、それでも前に進んでいる感覚があります。こうした
周囲には話しにくい感情について、筆者は様々なデータや
具体的なエピソードを交えながら軽快に解き明かしてくれ
ます。

　ライバルという概念を通して、自分の内面を見つめ直し、
同時に他者への理解も深められる一冊。人間の心の動きに
ついて、改めて考えさせられる内容です。

『ライバルはいるか？』
金間大介 著　　ダイヤモンド社　2024

健康福祉学部　健康栄養学科
井
いの う え

上 瞳
ひとみ

毎朝5時半からの朝活（軽い運動と英語学
習）を継続中。オンラインコミュニティと
大人のやる気ペンの利用が継続のコツです。

　今回紹介したい作品は、『52ヘルツの
クジラたち』という小説です。本屋大賞
を受賞し映画化もされていますので、タ
イトルを耳にしたことがある人もいるか

もしれません。
　“52ヘルツ”という特殊な周波数を発するため、仲間とコ
ミュニケーションがとれない“孤独なクジラ”と呼ばれる存
在になぞらえて、この物語は描かれています。家族から虐
待を受け、自分の人生を犠牲にしてきた女性と、実母から
虐待され、声を失った少年―孤独な境遇にある二人が出会
い、支え合いながら再生していく姿が紡がれています。
　物語には主人公たちだけでなく、彼らを取り巻く人々も
登場し、それぞれが抱える痛みや葛藤、他者とのつながり
が丁寧に描写されています。そこで起こる出来事は、決し

て私たちの現実から遠いものではありません。
　フィクションでありながら、多様な人生をどう理解し、
自分自身や他者の人生とどう向き合うか、そんなことを考
えるきっかけを与えてくれる作品だと思います。

『52ヘルツのクジラたち』 
	 町田そのこ 著　　中央公論新社　2020

健康福祉学部　社会福祉学科
渡
と ぐ ち

久地美
み ち る

智留 

学術書だけでなく、小説を読むことも好
きです。身体を動かすことが好きなので、
趣味のロードバイクを再開予定です。
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　現在、群馬交響楽団の常任指揮者であ
る飯森範親先生。本書は2004年から常任
指揮者・ミュージックアドヴァイザー（現 
桂冠指揮者）を務めた山形交響楽団との

挑戦が描かれています。自然と食が豊かで、温泉王国でも
ある山形にて、山響はモーツァルトの交響曲全47曲や大曲
であるマーラーやブルックナーなどの演奏、CDレーベル
の設立、モンテディオ山形とのコラボ、「トリビアの泉」「題
名のない音楽会」や映画「おくりびと」への出演、新潟県
中越地震や本田美奈子追悼チャリティーイベントの開催な
どへの挑戦を通じて、観客動員数180％増という目に見え
る成果だけでなく、自らの長所を認識・再発見し、自分た
ちにしかできない音楽・活動に気付いていきます。「単な
る地方オケ」からの覚醒へのヒントは、「ムリ」という発

想から脱却し、どうすればできるようになるかを考え、一
歩踏み出す勇気を持つこと。背中を押されたいすべての人
にオススメです。

『「マエストロ、それはムリですよ…」～飯森範親と山形交響楽団の挑戦～』
飯森範親 監修／松井信幸 著　　ヤマハミュージックエンタテインメントホールディングス　2009

人間発達学部　子ども教育学科
鈴
す ず き

木 文
ぶ ん や

也

中高時代はオーケストラでホルンを演奏し、
学生時代から現在に至るまで合唱にハマって
います。題名のない音楽会にも出演しました！

　著者は看護師として地域医療に従事し、
訪問看護ステーションの管理者として活
躍していましたが、ある日、ALS（筋萎
縮性側索硬化症）と告知されます。ALS

は徐々に筋力が失われ、やがて食事・会話・呼吸が自力
でできなくなる病気ですが、目の動きと知的機能は保た
れるため、心身の大きな負担と向き合いながらの生活を
することになります。著者は“支える側”から“支えられる
側”へと立場が変わる中でも、前向きな思いを本書につづ
りました。生い立ちから発症後の社会活動まで幅広く記
した自叙伝であり、人の生き方や尊厳について深く考え
させられる一冊です。現在は絶版ですが、図書館や中古
で入手できます。私は著者の主治医で、いただいた切り
絵を研究室に大切に飾っています。精一杯の思いを込め

て作られた作品ですので、機会があればぜひ見に来て下
さい。

『支えられて　－ALS療養者になって－』
牛久保結紀 著　　文芸社　2010

保健医療学部　理学療法学科
田
た な か

中 聡
さ と し

一

小学校から大学まで、部活・地域クラブで、剣道・
野球・体操・サッカー・水泳の本気スポーツ三
昧の学生生活でした。今は毎日の朝散歩です。

　個人的な意見が周りと異なると、空気
を読んで自分の意見を抑えるという経験
はありませんか。集団生活では、周りの
人と意見を合わせ、協調することはとて

も重要であると思いますが、この本は、相手の意見を尊重
しつつも自分自身で考えることの大切さを教えてくれる一
冊です。小学6年生の主人公が、自分が落ちこぼれだと決
めつける担任の先生に、転校生の友人とともに「一番の敵
は先入観だ」、「ぼくはそうは思わない」と反抗する物語で
す。この本では、「常識」や「正しいと思いこんでいること」
も子ども達の視点で考えると、時には間違っていることも
あるのではないかと考えさせられます。
　社会では、多様な文化や考え方・価値観が異なる人がい
ます。相手の考え方を尊重し、理解しつつも、他人に流さ

れずに自分の意見を持つこと、みんなが同じ意見ではなく
ていいという理解が重要であると教えてくれる物語です。
是非、手に取って読んでいただけたらと思います。	

『逆ソクラテス』 
伊坂幸太郎 著　　集英社　2020

保健医療学部　看護学科
浅
あ さ い

井 直
な お み

美 

学生時代は、軟式テニス部に所属し、真っ黒に
日焼けし、練習をしていた記憶があります。そ
の時の友人は今でも変わらず大切な友人です。
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執筆してくださった先生方には、【学生時代に熱中していたこと】 
または【現在の趣味・特技】を聞いてみました。必見！ 

図書館で今年度購入した本の中から、司書がお薦めする本
を紹介します。 

　第1章では、32歳まで読書をしてこな
かった男性が、一行一行声に出して『走
れメロス』を読んでいます。

　無二の友人を人質にするメロスに「なんかすごいこと言
い出したんだけど」と驚いたり、自暴自棄になるメロスに

「どうでもいいとか言うなよ。俺、こんなになってんだぞ」
と泣いたりして、最後の一行までしっかりと読み、物語を
味わい尽くしています。
　普段読書をしない人にこそ読んでほしい一冊です。きっ
と本が読みたくなります。

　『父と娘の認知症日記』の続編。認知症
研究の第一人者であり、自身も認知症に
なった長谷川和夫先生。亡くなられる最

期まで、自分で考えて、選んで、意志を持って「今」を生
きた長谷川先生とそれを支えるご家族の心温まるユーモア
に溢れた日記風エッセイです。
　「認知症の人だから…」という先入観を持たずに、健康
な人と同じように水平な関係性でいることの大切さ、そし
て絆を育むためのヒントが綴られています。

『本を読んだことがない32歳が
はじめて本を読む』 

『父と娘ときどき母の認知症日記』

かまど・みくのしん 著　　大和書房　2024
南髙まり先生 編著

中央法規出版株式会社　2025

　「君、黒い長い髪で縛られた時の心持を
知っていますか。」
　夏目漱石『こころ』の中で、「先生」が

「私」に向けた一言です。ここでいう「縛
られる」とは、誰かへの強い思いや欲望にとらわれ、理性
や道徳心よりも自分の感情や利己心を優先してしまう状態
だと言えるでしょう。一見誠実に見える「先生」が、友情
を裏切ってまで手に入れた恋と、その代償として生涯背負
い続ける罪悪感。作中で、「黒い長い髪」は、他者への愛
情でありながら、人を縛りつけてしまうエゴイズムの象徴
として立ち上がってきます。
　他人との関係に悩み、「自分だけが幸せになりたい」と
いう思いと向き合うのは、現代を生きる私たちにとっても

他人事ではありません。『こころ』は、そうした揺れ動く
心を正面から見つめるきっかけをくれる一冊です。「先生」
が生涯抱えた秘密の重さと、「縛られる心」を抱えて生き
る人間の弱さと強さを、ぜひ味わってみてください。

『こころ』 （岩波文庫）
夏目漱石 著　　岩波文庫　1989

薬学部　薬学科
砂
すな か わ

川 大
ひ ろ き

樹

趣味は写真撮影です。街や山の風景を撮るこ
とが多いですが、冬は星の写真をよく撮りま
す。右の写真は5号館付近で撮った写真です。

　有史以来、情報を伝達するうえで第三
者に傍受されることを防ぐために様々な
暗号が用いられてきた。紀元前ローマ、
カエサルの時代の換字式暗号、16世紀の

ヴィジュネル暗号、第二次世界大戦中のドイツの暗号装置
エニグマ、現代のRSA暗号に至るまで、暗号を創り出す者
とそれを破ろうとする者の戦いの物語が本書にはつづられ
ています。歴史の大きな事件の裏側には暗号にまつわる話
があり、情報伝達の成否が違っていたらそれらの事件の結
末もまた変わっていたかもしれない。暗号の解読において
は、解読に成功したことを相手に知られると、さらに強力
な暗号が使われることにつながるため、暗号解読に携わっ
た者の功績は秘匿されることが多く、正当に評価されるこ
とは少なかった。過去の歴史的事件を少し違った面から見

直すこともでき、暗号マニアや歴史好きにもお薦めです。
エニグマのエピソードについては、映画「イミテーション
ゲーム」をお勧めします。

『暗号解読［上］』 （新潮文庫）
サイモン・シン 著／青木薫 訳　　新潮社　2007

農学部　生物生産学科
石
いし が み

神 靖
やす ひ ろ

弘

学生時代には講義の空き時間によく、カラ
オケに行っていました。最近はめっきりそ
のような機会も少なくなり残念です。
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集計期間：
2025年 1月～12月

順位 タイトル 回数 どんな電子ジャーナル？ 

1 Nature 343 科学分野の論文を掲載。

2 Science 299 科学系学術雑誌。

3 Geriatrics & Gerontology International 207 日本老年医学会の公式ジャーナル。（英文）

4 Proceedings of the National Academy of Sciences 140 米国科学アカデミー（NAS）の公式ジャーナル。

5 The Journal of Immunology 137 免疫学に関する論文を掲載。

6 Nature Metabolism　※PPV 124 代謝研究のあらゆる分野にわたる研究成果を掲載。

7 Journal of Allergy and Clinical Immunology 109 米国アレルギー・喘息・免疫学会（AAAI）公式
ジャーナル。

8 Journal of Agricultural and Food Chemistry 95 農業と食品の化学・生化学関連における、独自
の研究を発行。

8 The Journal of Organic Chemistry 95 有機化学分野の基礎研究に関する論文を掲載。

10 Journal of the American Chemical Society 94 American Chemical Societyが発行する化学分
野において主要なジャーナル。

◉丸善eBook Library閲覧数上位書籍（2025年1月～12月） 
閲覧数 書　名 発行所

48 科研費獲得の方法とコツ ―実例とポイントでわかる申請書の書き方と応募戦略―第9版 羊土社

34 脳卒中・片麻痺理学療法マニュアル 第2版 文光堂

34 脳・神経系リハビリテーション ―疾患ごとに最適なリハの手技と根拠がわかる―第2版（ビジュアル実践リハ） 羊土社

30 脳卒中患者に対する課題指向型トレーニング 文光堂

15 福祉サービスの法律と手続き ―図解で早わかり― 三修社

◉メディカルオンラインイーブックライブラリー閲覧数上位書籍（2025年1月～12月）
閲覧数 書　名 発行所

18 地域理学療法学 第2版 医歯薬出版

7 高齢者施設のリハビリテーション 第2版 三輪書店

5 糖尿病患者トラブルシューティングAtoZ 文光堂

3 小児科臨床ピクシス 9 川崎病のすべて（全訂新版） 中山書店

3 感染対策超入門 ―成功の秘訣 ヴァンメディカル

※PPV（購読誌ではなく、論文ごとの購入）
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集計期間：2025年 1月～12月
※同一書名でかつ図書 IDの異なるものは合算してあります。
※著者名が明記されていない図書は出版者名を記載してあります。

今年度の図書館活動報告です。図書館は、大学生活を送るうえで欠かせない学修のお手伝いを
しています。みなさんもぜひ図書館をご活用ください。 

特　集　展　示

1月

【本館】はじめてみる

【分館】冬を乗り切ろう

【薬図】アレルギーを知る

2月

【本館】【語彙力】って？

【分館】もやもやにバイバイ

【薬図】すきまのおともに。（文庫本特集）

3月
【本館】ひとやすみ、ひとやすみ。／Well-being ウェルビーイング ―健康について考える

【分館】コミュニケーションスキル

4月

【本館】はじめまして、あたらしい生活／2025年本屋大賞／第172回芥川賞＆直木賞

【分館】「知識を広げよう」

【薬図】こんにちは。薬学部図書・資料室です！

5月

【本館】Well-being ウェルビーイング ―健康について考える(1)「身体の健康」

【分館】看護の日・看護週間 『なりたい自分になってやる』／運動、しませんか

【薬図】“世界” な本あつめました

6月

【本館】Well-being ウェルビーイング ―健康について考える(2)「心の健康」／就活対策（学生サポーター企画）／
2025 若い人に贈る読書のすすめ(1)「本を読むこと、自分の意見を伝えること」

【分館】食中毒、どう予防する？／刺さることば

【薬図】くすりのれきし

◉本　館
回数 書　名 著者名

9 障碍のある子どもとの
教育的係わり合い 小竹利夫 

8 成瀬は信じた道をいく 宮島未奈 

8 これならわかる！
心電図の読み方 大島一太

8 日本十進分類法　新訂10版簡易版 もりきよし
7 大学新入生のための数学入門　増補版 石村園子 
7 アクセシブルデザイン 佐川賢
7 地域医療学入門 岡崎仁昭
7 出るとこだけ！基本情報技術者科目B 橋本祐史 
7 看護の現場ですぐに役立つ12

誘導心電図のキホン 高橋健太郎 
7 今さら聞けない心電図 池田隆徳

◉薬学部図書・資料室 
回数 書　名 著者名

24 薬剤師国家試験回数別既出問題集
第107回 薬学ゼミナール

20 薬剤師国家試験回数別既出問題集
第106回 薬学ゼミナール

20 薬剤師国家試験回数別既出問題集
第105回 薬学ゼミナール

16 薬剤師国家試験回数別既出問題集　第103回 薬学ゼミナール
15 今日の治療薬　解説と便覧　2025年版 伊豆津宏二［ほか］
13 薬剤師国家試験対策参考書〈青本〉

9　実務　改訂第15版 薬学ゼミナール
12 薬剤師国家試験回数別既出問題集　第109回 薬学ゼミナール
12 薬剤師国家試験対策参考書〈青本〉

5　薬理・病態・薬物治療Ⅰ　改訂第15版 薬学ゼミナール
11 コアカリ重点ポイント集　vol.2

医療薬学　改訂第9版　 薬学ゼミナール
11 薬剤師国家試験対策参考書〈青問〉

5　薬理・病態・薬物治療Ⅰ　改訂第15版 薬学ゼミナール

◉分　館
回数 書　名 著者名

17 エビデンスに基づく
消化器看護ケア関連図 松浦純平

9 身体運動学
関節の制御機構と筋機能 市橋則明

8 エビデンスに基づく
疾患別看護ケア関連図 第3版 山本則子　五十嵐歩

8 脳・神経 病気がみえる　v.7 第2版 医療情報科学研究所
7 脳卒中の動作分析

臨床推論から治療アプローチまで 金子唯史
7 脳卒中のリハビリテーション

急性期・回復期・生活期のリハビリ訓練 林泰史
7 根拠がわかる疾患別看護過程　改訂第3版 新見明子
7 エビデンスに基づく循環器看護ケア関連図 森山美知子
6 本当の自由を手に入れるお金の大学　改訂版 両@リベ大学長
6 ケアの基本がわかる重症心身障害児の看護 倉田慶子［ほか］
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7月

【本館】Well-being ウェルビーイング ―健康について考える(3)「地域で支える健康」／break time ―少し休憩しよう
（学生サポーター企画）／2025 若い人に贈る読書のすすめ(2)「考える力、行動力を同世代の物語から感じ取る」
／Newton別冊特集

【分館】夏も「冷え」にご用心！／のぞいてみよう、漢方の世界

【薬図】熱中症にご注意!!

8月

【本館】Let’s travel（学生サポーター企画）／2025 若い人に贈る読書のすすめ(3)「経験をもとに次の一歩を踏み出す」

【分館】朝活、はじめてみませんか？／夏がきた。

【薬図】青色の本

9月
【本館】2025 若い人に贈る読書のすすめ(4)「『ことば』を交わし世界を広げる」／司書課程履修生がPOPを作製

しました。
【分館】中2のおすすめ本／ほっと、一息

10月

【本館】Well-being ウェルビーイング -お金について考える(1)「仕事とつながりについて」／ノーベル生理学・医学
賞：免疫関連本

【分館】知ろう、乳がんのこと／文庫でちょこ勉

【薬図】薬と健康の週間／ノーベル賞2025

11月

【本館】日本の文化（学生サポーター企画）／食育特集／Well-being【5】―お金について考える(2)／第1回 10代が
えらぶ海外文学大賞

【分館】あなたは大丈夫？防犯対策／中2のオススメの本／生成AI　どうやって使う？

【薬図】『薬剤耐性（AMR）対策推進月間』特集

12月
【本館】大人も楽しめるクリスマス絵本／Well-being【6】―お金について考える(3)／論理的〇〇？

【分館】免疫力を高める セルフケア／腸ってナニモノ？

図 書 館 活 動

1月
8日 データベースガイダンス　看護学科3年　100名
15日 データベースガイダンス　生物生産学科3年　14名

3月
13日 令和6年度群馬県図書館協会第1回運営委員会@群馬県立図書館
24日 令和6年度群馬県大学図書館協議会総会および第1回群馬県大学図書館研究会・群馬県図書館協会専門研修@群馬大学

4月

4～12日 データベースガイダンス　大学院看護・理学療法学専攻1年（オンデマンド配信）10名
7・8日 eBookの紹介　看護学科2～4年生

8日 図書館の利用について　看護学科1年生
11日 新入生交流イベント　全学科1年生
9日 データベースガイダンス　大学院看護・理学療法学専攻1年（オンデマンド配信）10名
16日 SciFinder®利用ガイダンス　薬学科5年　3名

5月

1日 データベースガイダンス①　理学療法学科3年
9日 SciFinder®利用ガイダンス　薬学科5年　5名
14日 令和7年度群馬県図書館協会第1回運営委員会（書面）
15日 データベースガイダンス②　理学療法学科3年
27日 図書館ガイダンス　健康栄養学科3年　79名

6月
6日 日本薬学図書館協議会定期総会・記念式典@東京ドームホテル
19日 令和7年度群馬県図書館協会第2回運営委員会@群馬県立図書館

7月 2日 群馬県大学図書館協議会運営委員会（オンライン）
8月 1日 データベースガイダンス　健康栄養学科　25名

9月
9～12日 『高崎市やるベンチャーウィーク』受け入れ　倉賀野中学校2年
10・11日 JUSTICE2025年度版元提案説明会@一橋講堂

12日 群馬県大学図書館研究会（JPCOAR地域ワークショップ）@群馬大学

10月

1日 データベースガイダンス　健康栄養学科　28名
1・8日 体育理論・図書館本館コラボ

8日 データベースガイダンス　生物生産学科3・4年　生物生産学専攻　15名
27日 データベースガイダンス　健康栄養学科　21名
30日 第21回群馬県図書館大会@群馬県立図書館

11月 17～20日 『高崎市やるベンチャーウィーク』受け入れ　中尾中学校2年
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健康福祉学部　医療情報学科　１年　菅澤伶南サンゲル活動報告

主な活動内容

資料を本棚（書架）の所定の位置
に戻す。

配架作業
資料が請求記号順*に並んでいる
か確認しつつ、位置を調整する。
＊…資料の背表紙に貼られたラベルの番号

書架整理
購入した資料に蔵書印を押す、
バーコードを貼付する等、貸出の
準備をします。

装　備

図書館では、毎年学生の中から
「図書館サポーター」を募り、

活動しています。

学生サポーター
活動中！

学生サポーター
活動中！

　私がサポーター業務を始めたきっかけは、学内で募集のポスターを見かけたことです。もともと本が好きで
小学生の頃には図書委員会に入ったりと本と関わりがありましたが、中学校と高校では部活動に力を入れてい
たためあまり図書館に行けませんでした。そこで大学では沢山図書館に出向いて、沢山の本を読みたいと思っ
ていました。その時にサポーターを募集していることを知り、是非図書館の業務に携わってみたいと思い参加
しました。

　主な活動は配架や書架整理、新しい本のカバーかけなどです。私は特に配架が好きで、返却された本や新し
く購入した本を一冊ずつ戻す作業をしている時が一番心が休まります。また、配架や書架整理を続けていくう
ちにどの分野の本がどこにあるのか分かるようになり、効率的に作業を進めることができるようになりました。
本の匂いに癒されたり、新しい本との出会いもあるため、毎回サポーター業務を楽しみにしています。

　今までの活動で一番印象に残っているものは、学生サポーター企画として特集を組ませて頂いたことです。
【Let’s travel 海外旅行に行ってみませんか？】を題材に、大学生や先生方などに是非読んでほしい本を自ら選

び、キャッチコピーやポスターを作成しました。自分が
作ったポスターがエントランスに大きく飾られ、図書館
内では本も飾って頂けました。また、司書の方に私がお
すすめした本を借りた人がいたよ、と伝えて頂いた時に
はとても達成感を感じ、本当に嬉しかったです。海外に
もとても興味があるので、本と海外を結び付けて特集
を組めたことは大切な思い出になりました。

　現在は週一回、業務に取り組んでいます。毎回とて
も楽しみにしています。活動を通して本と関わることが
できてとても嬉しいです。学年が上がっても続けていき
たいと考えています。これからもサポーター業務を頑張
ります。



9

健康福祉学部　社会福祉学科
１年　森田和稟

　この本は、実際の刑務所の中での出来事が記され
た本です。犯罪を犯してしまった、著者で元衆議院
議員の山本譲司さんが、実刑判決をうけ、実際に体
験した「檻の中」での生活が記されています。法
廷に至るまで、刑期を終えるまでの長い生活がつづ
られています。この本が書かれたのは一昔前のお話
ですが、なかなか経験することのできない獄中での
生活が鮮烈に描かれており、衝撃を受けました。こ
の本を読む前までは知らなかった、刑務所や司法制
度が抱えている問題を実際に読み取ることができま
す。また、障害者の人達への補助体制や患う人への
看護体制が正しいとも言えない現状を読み取ること
ができます。それだけでなく受刑者、出所者が抱え
る特有の悩みなどについても認識することができ、
自分の価値観を広げることができました。

『獄窓記』 
山本譲司 著　　ポプラ社　2023

健康福祉学部　社会福祉学科
１年　大野美空

　あなたは「コーダ」を知っていますか？
　コーダ（CODA）とは、children of Deaf Adultsの
頭文字を取った言葉。つまり、「聴覚障害を持った親
のもとで育った聴こえる子供たち」を意味する。この
本は、コーダである著者が聴こえる世界と聴こえない
世界を行き来する複雑な経験と心境をつづったエッセ
イ集。
　この本を読むことで、障がいを持つ人々にフォー
カスするだけでなく、障がいを持つ人々の家族や周
りにも目を向け、支援していく必要があると学ぶこ
とができる。ぜひ、この本をきっかけにコーダにつ
いて触れ、福祉に関する視点を増やしてみてはいか
がだろうか。
　また、この本の著者が書いた「ぼくが生きてる、
ふたつの世界」という別のエッセイを映画化した作
品のDVDが本学の図書館で借りられる。読書が苦手
な方は、ぜひこちらの映像作品でコーダについて触
れてみてほしい。

『「コーダ」のぼくが見る世界聴こえない親のもとに生まれて』
五十嵐大 著　　紀伊國屋書店　2024

学生サポーターおすすめ本
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高崎市やるベンチャーウィーク（職場体験学習）実施報告

　高崎市と高崎市内の中学校が「生きる力」や「豊かな心」の育成を目指し、生徒が学校を離れ地域の
中で自ら主体的に活動する事業です。本学図書館に依頼があり、地域貢献の一環として、分館で引き受
けることとなりました。
　今年度も倉賀野中学校と中尾中学校の２校を受け入れました。

「高崎市やるベンチャーウィーク」とは…

①高崎市立倉賀野中学校
日　　程：令和７年９月９日（火）～12日（金）
人　　数：２年生の生徒さん２名
勤務時間：8：45～15：30（火・水）、8：45～16：30（木・金）
業務内容：�開館前準備、カウンター業務、問題集の装備、書架・新聞整理、相互協力業務、				 

特集コーナーの企画・設置・掲示物作成、ブックカバーかけ体験　等
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②高崎市立中尾中学校
日　　程：令和７年11月17日（月）～20日（木）
人　　数：２年生の生徒さん２名
勤務時間：8：45～15：30
業務内容：�開館前準備、カウンター業務、問題集や製本の装備・排架、書架・新聞整理、			 

特集コーナーの企画と設置、掲示物作成・ブックカバー掛け体験　等

倉賀野中学校のお二人は、本学の夏季休業中に受け入れだったため、なかなかカウンター業務
を体験いただくことが難しかったのですが、タイミングよく相互協力サービスの依頼業務等が
入ったため、大学図書館らしい業務を体験いただくことができたのではないかと思います。
中尾中学校のお二人も、学生の実習時期と重なってしまったのか、カウンター業務を体験いた
だくことが難しかったため、それ以外の様々な図書館業務を体験いただきました。カウンター
業務以外にどんなことをしているか、興味があるとのことでしたが、予想よりも多くて驚かれ
たようです。
活動風景の撮影等でご協力いただきました学生、教職員の皆様、本当にありがとうございました。
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【本館】
アクリル板を「すりガラス風」にDIYしました

　本館の4人掛けの机に設置されていたアクリル板。
　クリアで視界良好ではあったのですが「相席が気ま
ずい」との声なき声に耳を傾け、曇りガラスフィルム
を貼りました。
　まず、アクリル板に少量の洗剤をまぜた水を霧吹き
で多めに吹き付け、次に雑巾で空気を抜きながらフィ
ルムを密着させます。空気を抜きながら貼るときには、
本の表紙をコーティングする技術をフル活用。最後に
余分な水分をふき取り、乾けば完成です。
　手元は敢えて貼らずに視界を確保。対面に回り込ま
ずとも、利用中か否か分かるように工夫しました。「集
中できる」と好評です。
　試験前からは特に込み合うので、ぜひ相席をして図
書館をご活用ください。

手元の視界は確保

Before　→　AfterBefore　→　After

チャッピー（ChatGPT）たちは噓をつく?!

　ここ数年で認知度がぐんぐん上がってきた、ChatGPTに代表される生成AI。知らないことを教
えてくれたり、アイディアを出してくれたり、本物の写真のような画像だって一瞬で作ってくれます。
とても便利なツールですが、時には誤った情報を生成してしまうことがあります。それは、論文やレ
ポート作成時に文献情報を探す時も例外ではありません。

＊＊文献情報検索に生成AIを使う時に知っておきたい注意点＊＊
生成AIの答えは必ずしも正しいとは限らない

　生成AIはたくさんの文章をもとに答えを作りますが、間違った情報を出すことがあります。「この論
文があります」と紹介されても、実際には存在しないこともあります。実在する著者の、ありそうな
学会誌の、もっともそうな論文だけれど…「架空」ということがあります。生成AIが出した文献情報
を鵜吞みにせず、必ず信頼できるデータベース（CiNiiResearch ・医中誌web ・PubMed など）
で再検索しましょう。

要約は参考程度に
　生成AIの要約は便利ですが、細かい意味が違うことがあります。引用などに使うときは必ず原文
を読んで引用しましょう。生成AIの要約だけで引用するのは、誤解や間違いの原因になります。

＊＊まとめ＊＊
　生成AIは「調べるきっかけ」として使うのが安心です。最後の確認は、必ず信頼できる情報源で！
本学図書館ホームページから、文献検索に便利なデータベースへ飛べます。ぜひご活用ください！デー
タベースの使い方がよくわからない...など、困ったときは図書館に相談してください。
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～通学について（大学院）～ 
 

１.電車・路線バスの利用（通学証明書の発行申請）について 

通学証明書の発行申請は、各学部事務室で随時受け付けをしています。申請の2日後に発行とな

ります（土日祝日を除く）。発行手数料はかかりません。 

乗り継ぎで電車と路線バス両方の通学定期券を購入する場合、通学証明書は2通必要になります。

また、複数の鉄道会社を乗り継ぐ通学定期券を購入する場合は、通学証明書が 2通以上必要になる

ことがあります。不明な点は最寄り駅にお問い合わせください。 

 

 

２.大学バスの利用について 

 大学バスは、高崎駅東口、大学キャンパス、紫寮間を運行しています。講義時間に合わせた運行と

なっています。高崎駅周辺、紫寮周辺に住む学生も利用できます。 

無料で利用できます。通学証明書の発行申請も必要ありません。 

乗車の際は学生証の呈示が必要となります（学生証の交付を受ける前は呈示不要です）。 

高崎駅東口のバス乗降場所については「高崎駅東口バス乗降場所」を、大学キャンパスのバス乗

降場所については「キャンパスマップ」を、令和 8年度前期の時刻表については「令和 8年度前期大

学バス時刻表」をご確認ください。 

※バスのフロントガラスには経由の呈示をしています。確認してから乗車してください。 

※行事や長期休業等で時刻表に変更がある場合は、その都度学内掲示板にてご連絡いたします。 

 

 

３.学生駐車場の利用について 

学生駐車場を利用するためには、入学後に各学部事務室で申込手続きをして自動車通学の許可

を受ける必要があります。申込手続きについては、入学後の 4 月中旬に学内掲示板でお知らせする

予定です（以降は半期毎に申込手続きをする必要があります）。利用料金は半期（6ヶ月）4,000円、

年間8,000円です。 

なお、収容台数より申込手続き者数が多かった場合は抽選になります。許可されなかった場合、車

での通学はできませんのでご了承ください。 

学生駐車場の場所については、「キャンパスマップ」をご確認ください。第１駐車場から第９駐車場

までありますので、空いている箇所に駐車してください。 

※来客駐車場、教職員専用駐車場への駐車や、路上駐車は厳禁です。 

※講義・部活サークル活動等で他学部の校舎・施設に行く場合は、徒歩で移動してください。 
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４.バイク・自転車での通学について 

各学部のバイク・自転車の駐輪場の場所については「キャンパスマップ」をご確認ください。 

健康福祉学研究科（バイク） ２号館と３号館の間のバイク専用駐車場 

健康福祉学研究科（自転車） テニスコート北側の二階建て駐輪場 

薬学研究科（バイク） ７号館東側の駐輪場 

薬学研究科（自転車） ７号館東側と西側の駐輪場 

保健医療学研究科（バイク・自転車） ４号館西側の駐輪場 

農学研究科（バイク・自転車） １０号館北側の駐輪場 

 

※バイク・自転車とも、奥から整然と並べ、駐輪場からはみ出さないよう置いてください。 

※講義・部活サークル活動等で他学部の校舎・施設に行く場合は、徒歩で移動してください。 

※盗難には十分気をつけてください。 



高崎駅　東口

ヤマダ電機
LABI１高崎　様

セブン
イレブン　様

指定バス乗降場所で大学バスをご利用いただけます。
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改訂

高崎駅発 8号館着 8号館発 高崎駅発着 紫寮着 紫寮発 8号館着

7:40 8:00

7:50 8:10

8:00 8:20

8:10 8:30

8:20 8:40 8:30 8:45

8:20 8:40

8:30 8:50

8:30 8:50 9:20 9:40

8:30 8:50 9:40 10:00

9:45 10:00 10:00 10:15

8:40 9:00 9:55 10:15

9:00 9:20 10:45 11:05 11:15 11:15 11:30

9:30 9:50 10:55 11:15 11:25 11:25 11:40

9:50 10:10

11:05 11:20 11:20 11:35

11:30 11:50

11:40 12:00

11:55 12:10 12:10 12:25

10:00 10:20 12:00 12:20

10:10 10:30 12:30 12:50 13:00 13:00 13:15

10:20 10:40 12:40 12:55 12:55 13:10

12:40 13:00

11:20 11:40 12:50 13:10 13:20 13:20 13:35

12:00 12:20 13:00 13:20 13:20 13:30 13:45

12:10 12:30 13:30 13:50 14:00 14:00 14:15

12:20 12:40

12:30 12:50 14:00 14:20 14:30 14:30 14:45

13:00 13:20 14:30 14:50 15:00 15:00 15:15

14:40 15:00 15:10 15:10 15:25

13:50 14:10 14:50 15:10 15:20 15:20 15:35

14:00 14:20

14:10 14:30 15:00 15:20

15:20 15:40 15:50 15:50 16:05

14:20 14:40

16:30 16:45 16:45 17:00

15:20 15:40 16:30 16:50

16:40 17:00

16:00 16:20 16:50 17:10

17:20 17:40 17:50

18:20 18:35

18:20 18:40 18:50

19:20 19:40 19:50

20:10 20:30 20:40

※8号館発　17：20以降の紫寮発はありません。

※道路状況により到着時間が前後する場合があります。

※必ず学生証を提示してください。

令和8年度前期大学バス時刻表　【平日運行】

令和8年4月1日（水）～8月7日（金） 土日祝祭日は運休
朝の高崎駅発混雑時で列を離れての次発バス待ちはご遠慮願う場合があります

2026年3月16日
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学生教育研究災害傷害保険について 

入学時に学生皆様にご加入いただきます、学生教育研究災害傷害保険（学研災）・学研

災付帯賠償責任保険（付帯賠責）についてご案内致します。 

この保険は学生個人に対して保険証券を発行しておりません。「しおり」が保険証券の

代わりとなりますので、下記にございます二次元コードより万一の場合に備えて、ご一読

ください。 

また、新入生ガイダンスにて、しおりの冊子を学生に配布致しますのでお手元にて保管

していただきますようお願いいたします。 

ご不明な点等ございましたら、所属学部事務室までお問合せ下さい。よろしくお願いい

たします。 

〇学生教育研究災害傷害保険（学研災） 

 

 

 

 

 

 

 

URL： 

https://www.jees.or.jp/wp-content/uploads/2025/10/5866ef05f084497fa703ebf390e86007.pdf 

 

〇学研災付帯賠償責任保険（付帯賠責） 

 

 

 

 

 

 

 

 

URL： 

https://www.jees.or.jp/wp-content/uploads/2025/10/ec014b22533a600c1c7943e2239661cf.pdf 

 

https://www.jees.or.jp/wp-content/uploads/2025/10/5866ef05f084497fa703ebf390e86007.pdf
https://www.jees.or.jp/wp-content/uploads/2025/10/ec014b22533a600c1c7943e2239661cf.pdf
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